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【問合せ】Ｕ&Ｉときめき課　☎773－6659

多世代の市民全員が輝き　健康で快適に暮らせ　若者の期待に応えられるまち

「住まう歓びを感じるまち 南魚沼市」を考える

南魚沼市で輝くひと（第２回）�　大久保有紗さん

　今回は、大崎の大久保有紗さんにお話を伺いました。高等学校卒業後の７年
間を群馬県で過ごし、平成29年４月に南魚沼市へＵターンし、一般社団法人
南魚沼市まちづくり推進機構（ＭＭＤＯ「ムムドゥ」）で働く、元気あふれる
女性です。
Ｑ．Ｕターンすることになったきっかけは？
Ａ．平成28年ごろから頻繁に帰省するようになり、南魚沼で好きな仕事をし
　　ている人に出会って、この地でも自分の好きな仕事を楽しんでできるんだ
　　と思ったのがきっかけです。
Ｑ．市で暮らす魅力はなんですか？
Ａ．群馬で季節の変化というと、雪もほとんど降らず気温の変化だけですが、
　　南魚沼ではたくさん雪が降るので季節の変化がわかりやすく、四季を感じ
　　やすいことが魅力です。
Ｑ．ＭＭＤＯ（ムムドゥ）で働くことになったきっかけは？
Ａ．５月に行われたキックオフセミナーに参加して、南魚沼市に移住する人や
　　起業する人を支援していくという仕事の内容を知り、私がやりたい仕事に
　　近いと思ったのがきっかけです。

Ｑ．これから移住する人へのアドバイスなどがあれば教えてください。
Ａ．同年代だけでなく、南魚沼の年齢の離れた人とも接して、その人たちの仕事や暮らしぶりを知ってく
　　ださい。そうすればますます南魚沼が好きになると思います。
Ｑ．最後に今後の夢を教えてください。
Ａ．今よりもっと、南魚沼が全国の注目を集めるようになればいいなと思います。また、自分のワクワクす
　　る気持ちをいくつになっても保つことのできる人になりたいです。

若者にとって「住み続けられるまち」となるために

　若者の将来に対する意向を把握し、市の課題解決につながる取組み（特に若者の定住の促進）の参考とす
るため、７月21日㈮に行われた高校生向けの企業説明会で、110人（市内62人、市外58人）にアンケート調
査を実施しました。76％の人が「市に住み続けたい」「いずれは戻って来たい」と答えています。

　このほかに「子どもの医療費を軽減する制度の充実」や「若者でも気軽に行ける遊び場の設置」などを
求める意見がありました。若者の意見を踏まえ、定住促進事業に取り組んでいきます。

「住まう歓びを感じるまち 南魚沼市」を考える

シリーズ「南魚沼に暮らす」

多世代の市民全員が輝き　健康で快適に暮らせ　若者の期待に応えられるまち
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【問合せ】Ｕ&Ｉときめき課　☎773－6659

あり  さ

市への定住意識について
（市内在住の62人が回答） 現在の市の印象について

あり   さ

①できれば
　ずっと住み
　続けたい
　　34%

②一度は県外、市外に
　出たいがいずれは
　戻って来たい
　　　　42%

③どこかへ
　移り住みたい
　　　　8%

④わからない
16%

そう思う

やや思う

どちらともいえない

さほど思わない

思わない

計

49

46

13

2

0

110

44.5

41.8

11.8

1.8

0.0

100.0

①美しいまち ②活気のある
　まち

③個性（特色）
　のあるまち

④何をするにも
　便利なまち

回答人数 ％

30

40

31

9

0

110

27.3

36.4

28.2

8.2

0.0

100.0

回答人数 ％

26

37

35

10

2

110

23.6

33.6

31.8

9.1

1.8

100.0

回答人数 ％

16

24

46

20

4

110

14.5

21.8

41.8

18.2

3.6

100.0

回答人数 ％
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無
罣
礙

南
魚
沼
市
長

林　

茂
男

国際大学留学生 お国自慢コーナー ～ boast of my country ～

［公用語］ネパール語
［首　都］カトマンズ
［面　積］147,181㎢（93位）
［人　口］26,490,000人
［GDP（PPP）］421億ドル（99位） 
［通　貨］ネパール・ルピー（NPR）
※GDPは国内総生産のことで、購買力平価
　説（PPP）により算出した数値です

ネパール

私の国はこんなところ
　ネパールは、ヒマラヤ山脈で有名な山岳地帯
で、山の景観が美しい国です。110以上の民族、
123の言語を有し、文化的多様性に富んでい
ます。世界の高峰20座中、世界最高峰のエベ
レスト山を含む12座がネパールにあります。
峡谷から高峰の頂まで、ネパールは地理的、気
候的な多様性にも富んでいます。それゆえに、

生態系も豊富です。ネパールには879種類の鳥と137種類の哺乳類がいま
す。タテジマヤブチメドリ（S

スパイニー

piny B
バブラー

abbler）はネパールの固有種の鳥です。

南魚沼市に住んで感じたこと
　南魚沼は、美しい自然に囲まれた穏やかな街です。山が近い生活環境は、
まるで私の国にいるかのようです。新幹線の駅や私が在籍する国際大学

（IUJ）があり、街の人々は親切で笑顔で、働き者です。公共施設の庭を手入
れする姿が、とても気に入りました。
　八色の森公園や温泉が好きで、よく行きます。日本の美が凝縮しているよ
うな古いお寺を訪れたこともあります。農業にも興味があり、南魚沼で田植
えを２度体験しました。

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
「
神
サ
マ
」

　
早
春
の
こ
ろ
、
黒
岩
卓
夫
先
生
（
元
ゆ

き
ぐ
に
大
和
総
合
病
院
長
・
現
萌
気
会
理

事
長
）
が
訪
ね
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
帰

り
際ぎ

わ

に
「
市
長
、
こ
れ
を
」
と
渡
さ
れ
た

本
は
『
地
域
医
療
の
冒
険
』（
昭
和
62
年

上じ
ょ
う
し梓
、
先
生
の
著
書
）
で
し
た
。
本
の
推

薦
人
に
は
、
先
日
亡
く
な
ら
れ
た
日ひ

野の

原は
ら

重し
げ

明あ
き

氏
（
当
時
、聖せ

い

路ろ

加か

看
護
大
学
学
長
）

や
国
際
大
学
初
代
理
事
長
の
中
山
素そ

平へ
い

氏

（
当
時
、
日
本
興
業
銀
行
特
別
顧
問
）
の

お
名
前
も
。
中
山
氏
は
そ
の
中
で
「
国
際

大
学
も
新
潟
県
・
大
和
町
に
つ
く
ら
れ
た

が
、
こ
の
土
地
で
知
り
合
っ
た
著
者
の
地

域
医
療
に
生
き
る
ひ
た
む
き
さ
に
感
動
し

た
。
こ
の
本
に
は
そ
の
生
命
哲
学
が
あ
ふ

れ
て
い
る
」
と
絶
賛
さ
れ
て
い
ま
す
。
私

は
そ
の
晩
の
う
ち
に
読
了
。
感
銘
す
る
と

同
時
に
祖
母
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
私
事

で
す
が
、
母
方
の
祖
母
は
先
生
の
こ
と
を

神
様
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
主
治
医
へ

の
全ぜ

ん

幅ぷ
く

の
信
頼
。
勧
め
て
く
だ
さ
る
本
は

す
べ
て
読
む
。
数
年
前
に
他
界
し
ま
し
た

が
、
ま
さ
に
末ま

つ

期ご

の
水み

ず

、
最
期
の
看
取
り
、

自
宅
に
来
て
く
れ
た
先
生
の
手
を
握
り
し

め
な
が
ら
逝い

き
ま
し
た
。

　
信
州
北き

た

安あ

曇ず
み

の
ご
出
身
。
東
大
医
学
部

自
治
委
員
長
と
し
て
、
渦
中
に
あ
っ
た
60

年
安あ

ん

保ぽ

闘と
う

争そ
う

。「
東
京
で
の
生
活
に
失
望

と
疲
労
を
感
じ
」
て
移
り
住
ん
だ
こ
と
。

後
山
集
落
で
の
往
診
体
験
が
、
地
域
医
療

を
始
め
た
原
点
で
あ
っ
た
と
も
書
か
れ
て

い
ま
す
。
33
歳
の
青
年
医
師
の
決
意
か
ら

47
年
。
今
も
続
く
、
地
域
医
療
に
与
え
た

足
跡
の
大
き
さ
は
誰
も
が
知
る
と
こ
ろ
で

す
。
そ
の
実
践
と
精
神
は
、
ま
さ
に
時
を

超
え
て
市
民
病
院
群
の
運
営
と
そ
の
理
念

に
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
信
じ
ま
す
。

　
９
月
16
日
㈯
か
ら
３
日
間
、当
市
で「
地

域
医
療
研
究
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
全

国
か
ら
８
０
０
人
を
超
え
る
医
療
関
係
者

を
お
迎
え
し
ま
す
。
先
生
が
中
心
と
な
り

進
め
ら
れ
て
き
た
事
業
で
す
。
今
も
現
役

で
あ
る
先
生
が
、
今こ

ん

日に
ち

的
課
題
に
ど
の
よ

う
な
「
冒
険
」
心
を
持
っ
て
挑
戦
し
よ
う

と
提
言
さ
れ
る
の
か
。
そ
れ
は
、
南
魚
沼

の
め
ざ
す
べ
き
姿
で
あ
ろ
う
と
私
は
思
い

ま
す
。
多
く
の
み
な
さ
ん
か
ら
ご
来
場
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

※�

地
域
医
療
研
究
会
に
つ
い
て
は
、「
地

域
医
療
研
究
会
２
０
１
７
魚
沼
」
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い

53
ネパール 　ギミレ　ナルハリ さん
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長
島
忠
美
衆
議
院
議
員
の
急
逝

に
伴
い
衆
議
院
議
員
補
欠
選
挙
の

投
票
が
、
10
月
22
日（
日
）に
行
わ

れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
南
魚
沼

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日

を
10
月
15
日（
日
）か
ら
10
月
22
日

（
日
）に
変
更
し
ま
す
。

市
議
会
議
員
選
の
立
候
補
予
定
者

説
明
会

日
時

　
９
月
27
日（
水
）
午
後
3
時
～

会
場
　
本
庁
舎
２
階 

大
会
議
室

対�

象
　
立
候
補
予
定
者
か
、
そ
の

代
理
人
（
２
人
以
下
）

衆
議
院
議
員
補
欠
選
・
市
議
会
議

員
選
の
投
票
所
の
立
会
人
募
集

期
日
前
投
票
所

日
時

　
10
月
11
日（
水
）～
21
日（
土
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

※
複
数
日
可

立
会
投
票
所
　

　
本
庁
舎
、
大
和
・
塩
沢
庁
舎
、

　
南
魚
沼
市
図
書
館

募
集
人
数
　
72
人
以
下

報
酬
　
１
日
９
，５
０
０
円

当
日
投
票
所

日
時
　
10
月
22
日（
日
）

　
午
前
７
時
～
午
後
８
時

立
会
投
票
所

　
自
分
の
投
票
す
る
投
票
所

募
集
人
数
　
各
投
票
所
２
人

報
酬
　
１
０
，７
０
０
円
　

共
通
事
項

資�
格
　
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
候
補
者
な
ど
で
な

い
人

募
集
期
間

　
９
月
４
日（
月
）～
11
日（
月
）

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

そ�

の
他
　
申
込
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
で
決
定
し
ま
す
。
立
会
日
、

投
票
所
な
ど
の
希
望
に
添
え
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
食
費
・

交
通
費
は
自
己
負
担
で
す
。

　
南
魚
沼
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
は
、
高
齢
者
虐
待
の
相
談

が
年
間
約
50
件
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　
家
庭
内
の
高
齢
者
虐
待
は
、
長

年
の
関
係
性
が
よ
く
て
も
お
き
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
認
知
症
な
ど

の
病
気
が
重
な
る
こ
と
で
家
族
の

生
活
が
変
わ
り
、「
暮
ら
し
の
中

の
困
り
ご
と
」
を
感
じ
る
こ
と
が

始
ま
り
で
す
。

　
困
り
ご
と
や
戸
惑
い
な
ど
が
重

な
る
と
心
の
余
裕
が
な
く
な
り
、

つ
い
手
を
上
げ
て
し
ま
う
、
大
声

で
し
か
る
な
ど
、
歯
止
め
が
き
か

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
虐

待
は
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
家
族

に
と
っ
て
も
つ
ら
い
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
生
活
が
変
化
し
、

介
護
や
認
知
症
の
対
応
な
ど
「
暮

ら
し
の
中
の
困
り
ご
と
」
が
増
え

て
き
た
ら
、
そ
れ
が
相
談
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
す
。
家
族
関
係
や
、
暮

ら
し
方
を
一
緒
に
考
え
、
解
決
を

お
手
伝
い
し
ま
す
。
相
談
内
容
な

ど
の
秘
密
は
守
り
ま
す
。

　
お
近
く
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
９
月
は
高
齢
者
見
守
り
強
化
月

間
で
す
。
地
域
の
高
齢
者
に
何
か

異
常
が
な
い
か
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

日
ご
ろ
か
ら
で
き
る

　
　
　
見
守
り
３
活
動

あ
い
さ
つ

　
近
所
で
声
を
か
け
合
い
ま
し
ょ

　
う
。

気
く
ば
り

　
地
域
で
さ
り
げ
な
く
見
守
り
ま

　
し
ょ
う
。

助
け
合
い

　
普
段
と
違
う
こ
と
が
な
い
か
目

　
配
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

　「
下
流
老
人
」「
貧
困
世
代
」
の

著
者
で
あ
る
藤
田
孝
典
さ
ん
を
迎

え
、「
広
が
る
生
活
困
窮
問
題
を
乗

り
越
え
て
未
来
を
語
る
」を
テ
ー

マ
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
10
月
７
日（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
～

　
（
開
場
　
午
後
１
時
）

会
場
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

　
さ
わ
ら
び

参
加
費
　
無
料

締
切
り
　
９
月
29
日（
金
）

定
員
　
３
０
０
人

申�

込
み
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い

※ 

申
込
用
紙
は
、福
祉
課
、大
和・

塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
か
、
市
社

会
福
祉
協
議
会
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。（
南
魚
沼
市
社
会
福

祉
協
議
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

「
選
挙
」
の
投
票
日
変
更
と

立
候
補
予
定
者
説
明
会

高
齢
者
虐
待
は
気
づ
き
と

相
談
が
大
切
で
す

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
南
魚
沼
市
選
挙
管
理
委
員
会

☎
７
７
３-

６
４
３
４

【
問
合
せ
】

　
南
魚
沼
市

　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
３-

６
６
７
５

　
塩
沢
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
８
２-

０
２
５
２

　
大
和
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
７-

３
１
１
１

９
月
は
高
齢
者

　
見
守
り
強
化
月
間

〜
広
げ
よ
う
　
支
え
合
い
〜

【
問
合
せ
】

　
福
祉
課�

高
齢
福
祉
係

☎
７
７
３-

６
６
６
７

生
活
困
窮
問
題
を
テ
ー
マ
に

藤ふ
じ

田た

孝た
か

典の
り

さ
ん
講
演
会
を
開
催

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
南
魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
生
活
支
援
係

☎
７
７
３-

６
９
１
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
７
７
３-

２
２
２
３

メ
ー
ルinfo@mu-shakyo.or.jp
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８
月
１
日（
火
）か
ら
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ

が
取
り
扱
い
店
舗
に
追
加
さ
れ
ま

し
た
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用

し
て
住
民
票・印
鑑
登
録
証
明
書・

所
得
証
明
書
・
所
得
課
税
証
明
書

を
入
手
で
き
ま
す
。

　
９
月
21
日
は
、
国
際
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
協
会
（
Ａ
Ｄ
Ｉ
）
と
、

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
共

同
で
制
定
し
た
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
デ
ー
」
で
す
。

　

市
で
は
、「
い
き
い
き
生
き
が

い
・
あ
た
た
か
い
支
え
あ
い
・
認

知
症
に
な
っ
て
も
地
域
で
笑
顔
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
認
知
症
に

コ
ン
ビ
ニ
交
付
に

ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
が
追
加

９
月
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

月
間
で
す

【
問
合
せ
】
市
民
課 

市
民
係

☎
７
７
３-

６
６
６
１

【
問
合
せ
】

　
南
魚
沼
市
地
域
包
括
支
援
セ

　
ン
タ
ー

☎
７
７
３-

６
６
７
５

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
、
次

の
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
認
知
症
の
症
状
や
対
応
方
法
に

つ
い
て
学
び
、
認
知
症
当
事
者
や

家
族
を
見
守
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
」
を
養
成
し
て
い
ま
す
。
学

校
や
職
場
、
地
域
の
集
ま
り
で
も

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
開
催

の
希
望
な
ど
詳
し
く
は
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

南
魚
沼
市
を

　
　
「
Ｒら

ん
と
も

ｕｎ
伴
」
が
走
り
ま
す

　
「
Ｒｕｎ
伴
」
は
、
認
知
症
の
理

解
を
進
め
る
た
め
に
全
国
を
縦
断

す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
認
知
症
当

事
者
、
家
族
、
支
援
者
、
関
心
の

あ
る
人
が
、
認
知
症
支
援
カ
ラ
ー

の
オ
レ
ン
ジ
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て

市
内
を
走
り
ま
す
。
温
か
い
声
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

期
日　
９
月
24
日（
日
）

コ
ー
ス
（
予
定
）

　
大
和
地
区　
午
前
９
時
ス
タ
ー

　
ト
～
六
日
町
～
塩
沢
～
六
日
町

　
駅　
午
後
２
時
30
分
着（
予
定
）

※�

コ
ー
ス
の
詳
細
は
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

　
（
認
知
症
カ
フ
ェ
）
開
店
中

　
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、
認
知
症

当
事
者
や
そ
の
家
族
、
介
護
の
専

門
家
、
地
域
住
民
が
交
流
す
る
場

で
す
。
認
知
症
や
そ
の
予
防
に
関

心
の
あ
る
人
な
ど
、
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
一
緒
に
お
茶
を

飲
み
な
が
ら
語
ら
い
ま
し
ょ
う
。

出
張
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

　
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
が
体
験
で
き

る
場
で
す
。
認
知
症
に
つ
い
て
の

講
話
の
開
催
や
個
別
相
談
に
応
じ

ま
す
。
短
時
間
の
参
加
で
も
構
い

ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
こ
し
く
だ

さ
い
。

日
時　
９
月
20
日（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

会
場　
図
書
館　
多
目
的
室

内 
容　
出
張
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
、

認
知
症
ミ
ニ
講
話
、
個
別
相
談

（
希
望
者
）

参
加
費　
無
料

カフェ名 会　　場 開催日時 お茶代
だんだんどうも 塩沢交流広場休憩所牧之茶屋 毎月第３火曜日　10：00 ～ 12：00 100円
苗場カフェつどい 健康倶楽部つどい 毎月第２日曜日　10：00 ～ 11：30 100円
喫茶こころ 特別養護老人ホームこころの杜 毎月第３金曜日　13：30 ～ 15：00 100円
びしゃもん茶房 ほっとかん（旧浦佐診療所） 毎月第４日曜日　10：00 ～ 12：00 100円

ふれ愛カフェ 介護老人保健施設越南苑

開催時間10：00 ～ 11：30
※開催日は毎月異なります
・９月26日（火）　・10月25日（水）
・11月17日（金）　・12月14日（木）
・平成30年１月22日（月）
・２月20日（火）　・３月28日（水）

無料

八色園カフェいっぷく 特別養護老人ホーム八色園 毎月８日　13：30 ～ 15：30
※10月と１月はお休みです 100円

ウエルシア健康ひろば ウエルシア南魚沼塩沢店

開催時間10：00 ～ 12：00
※３か月に１回の開催です
・９月15日（金）　・12月15日（金）
・平成30年３月16日（金）

無料

「オレンジカフェ一覧」
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市
役
所
で
の
手
続
き
な
ど
に

つ
い
て
、
シ
リ
ー
ズ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す

介
護
保
険
料
編

【
問
合
せ
】
介
護
保
険
課

☎
７
７
３-
６
６
７
５

こ
ん
な
と
き
は
ど
う
す
る
の
？
◯47

　
介
護
保
険
料
に
関
す
る
疑
問
に

つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

Ｑ�

　
保
険
料
は
い
つ
か
ら
納
め

る
の
？

Ａ�

　
保
険
料
を
単
独
で
納
め
て

い
た
だ
く
の
は
、
65
歳
の
誕

生
日
前
日
の
属
す
る
月
分
か

ら
で
す
。
40
歳
か
ら
64
歳
ま

で
は
、
医
療
保
険
料
に
含
め

て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｑ�

　
保
険
料
の
納
付
方
法
は
？

Ａ�

　
保
険
料
の
納
付
方
法
は
、

普
通
徴
収
と
特
別
徴
収
が
あ

り
ま
す
。
普
通
徴
収
と
は
口

座
振
替
や
納
付
書
に
て
納
付

す
る
方
法
で
、
特
別
徴
収
と

は
年
金
か
ら
天
引
き
す
る
方

法
で
す
。

�

　
保
険
料
は
、
基
本
的
に
は

特
別
徴
収
で
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。

�

　
次
の
人
な
ど
は
年
金
天
引

き
が
で
き
な
い
た
め
、
普
通

徴
収
と
し
て
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。

①�

65
歳
に
な
っ
て
か
ら
お
お
む
ね

８
か
月
経
っ
て
い
な
い
人

②�

市
内
に
住
所
を
移
し
て
か
ら
お

お
む
ね
８
か
月
経
っ
て
い
な
い
人

③�

年
金
の
支
給
額
が
年
額
で
18
万

円
未
満
の
人

Ｑ�

　
年
金
天
引
き
の
は
ず
な
の

に
納
付
書
が
届
い
た
の
は
？

Ａ�
　
今
ま
で
年
金
天
引
き
だ
っ
た

の
に
納
付
書
が
届
い
た
場
合
は
、

次
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

①�

前
年
度
の
保
険
料
が
前
々
年
度

よ
り
も
下
が
っ
た

②�

保
険
料
が
年
度
途
中
で
変
更
と

な
っ
た

③�

受
給
す
る
年
金
が
変
わ
っ
た

④�

年
金
を
担
保
に
借
り
入
れ
を
し

た
⑤�

他
市
町
村
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
に
住
所
を
移
し
た

　
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
一
旦
普

通
徴
収
に
切
替
わ
り
、
再
び
年
金

天
引
き
と
な
る
の
に
お
お
む
ね
６

か
月
か
か
り
ま
す
。
年
金
天
引
き

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
際
は
、

改
め
て
通
知
し
ま
す
。

Ｑ�

　
保
険
料
を
納
め
な
い
と
ど

う
な
る
の
？

Ａ�

　
納
期
限
か
ら
20
日
経
っ
て

も
未
納
だ
と
、
督
促
状
が
発

送
さ
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、

督
促
料
金
１
０
０
円
が
加
算

さ
れ
ま
す
。

�

　
さ
ら
に
、
未
納
が
続
く
と

延
滞
金
が
加
算
さ
れ
た
り
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
償
還
払

い
化
（
一
時
的
に
10
割
負
担
）

や
負
担
割
合
が
３
割
に
な
り

ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め

に
も
、
期
限
内
に
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

　
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
の
問
合

せ
や
納
付
の
相
談
は
、
介
護
保
険

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
疑
問

に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

Ｑ�

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

Ａ�

　
要
介
護
認
定
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、

要
介
護
認
定
の
申
請
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

�

　
家
族
に
よ
る
代
理
申
請
も

で
き
ま
す
。
申
請
時
に
、
介

護
が
必
要
に
な
っ
た
理
由
や

状
況
、
か
か
り
つ
け
の
医
師

名
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
す
。

Ｑ�

　
認
定
の
決
定
ま
で
に
は
ど

の
く
ら
い
か
か
る
の
？

Ａ�

　
お
お
む
ね
１
か
月
か
か
り

ま
す
。
認
定
調
査
員
に
よ
る

面
談
や
医
師
か
ら
の
意
見
書

を
も
と
に
、
介
護
認
定
審
査

会
で
決
定
し
ま
す
。

Ｑ�

　
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
？

Ａ�

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
通

所
型
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な

ど
の
訪
問
型
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
な
ど
の
施
設
入
所
型
が
あ

り
ま
す
。

�

　
ほ
か
に
も
、
介
護
ベ
ッ
ド

や
歩
行
器
な
ど
の
福
祉
用
具

の
レ
ン
タ
ル
や
購
入
の
補
助
、

手
す
り
の
取
り
付
け
な
ど
の

小
規
模
な
住
宅
改
修
費
の
補

助
が
あ
り
ま
す
。

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談

や
悩
み
ご
と
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

◇�
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
食
事

や
適
度
な
運
動
を
心
が
け
て
、

介
護
予
防
に
取
組
み
ま
し
ょ
う
。

　
福
祉
用
具
に
つ
い
て
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？
日
々
の
介
護
が
楽
に

な
る
よ
う
な
、
き
っ
か
け
が
見
つ

か
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

日
時
　
９
月
29
日（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
ご

　
ろ（
受
付
：
午
後
１
時
～
）

場
所
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
八
色
園
１
階
　
地
域
交
流
ス

　
ペ
ー
ス

講
師
　
福
祉
用
具
専
門
相
談
員

　
　
　（
外
部
講
師
）

題
名
　『
福
祉
用
具
の
す
ゝ
め

　
～
福
祉
用
具
を
使
っ
て
、

　
　
少
し
で
も
楽
に
な
る
為
に
～
』

定
員
　
30
人
程
度
（
先
着
順
）

締
切
り
　
９
月
22
日（
金
）

介
護
サ
ー
ビ
ス
編

【
問
合
せ
】
介
護
保
険
課
・

　
南
魚
沼
市
地
域
包
括
支
援
セ

　
ン
タ
ー☎

７
７
３-

６
６
７
５

　
大
和
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
７-

３
１
１
１

　
塩
沢
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
８
２-

０
２
５
０

介
護
者
教
室
開
催

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
八
色
園
（
担
当
：
関
、番
場
）

☎
７
７
７-

３
８
１
１
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公営住宅の入居者募集
【問合せ・申込み】福祉課　☎７７３−６６６７

◆共通事項◆
　募集期間　９月１日㈮～ 15日㈮
　入居資格　・住宅事情に困っている
　　　　　　 ・同居する親族がいる
　　　　　　　（ 60歳以上と障がい者は条件によ

り一部の住宅へ単身入居が可能）
　　　　　　・収入基準に適合している
　　　　　　・暴力団員ではない

申 込 み　 福祉課、大和・塩沢市民センターで
　　　　　入居資格を確認し、申込書を配布。
　　　　　申込みは必要書類を添付して福祉課まで
選考方法　住宅委員会の審議により選考
家賃算定　収入に応じて決定
敷　　金　家賃の３か月分 
入居可能時期　10月中旬以降

地域 団地・住宅名
〔所在行政区名〕 階数 部屋

番号 間取り 建物の構造 単身
入居

家 賃
月 額

駐車場料月額1台分
〔駐車可能台数〕 その他

大和 市営赤石団地
〔黒土新田〕 3 301 ３ＤＫ 鉄筋コンクリート造

３階建 不可
17,300 ～ 1,700 円

34,000 円 〔2台〕

大和 市営桜沢団地
〔田町〕 1 104 ３ＤＫ 鉄筋コンクリート造

３階建 不可
17,100 ～ 2,400 円

33,700 円 〔2台〕

大和 市営大崎団地
〔原小路〕 2 204 ３ＤＫ 鉄筋コンクリート造

３階建 不可
14,100 ～ 1,700 円

27,700 円 〔2台〕

六日町 市営津久野住宅
〔津久野〕 3 12 ３ＤＫ 鉄筋コンクリート造

３階建 不可
15,600 ～ 1,900 円

30,700 円 〔2台〕

六日町 市営余川住宅2号棟
〔飯綱町〕 1 211 ３ＤＫ 鉄筋コンクリート造

４階建 不可
16,800 ～ 2,500 円

33,000 円 〔1台〕

六日町 県営余川住宅3号棟
〔飯綱町〕 4 344 ３ＤＫ 鉄筋コンクリート造

４階建 不可
16,600 ～ 2,500 円

32,700 円 〔1台〕

六日町 市営西泉田住宅1号棟
〔西泉田〕 4 406 ３ＤＫ 鉄筋コンクリート造

５階建 可
14,000 ～ 2,400 円

27,500 円 〔1台〕

六日町 県営上町住宅松棟
〔上町1丁目4区〕 2 201 ３ＤＫ 鉄筋コンクリート造

４階建 不可
16,900 ～ 2,800 円

33,200 円 〔1台〕

六日町 県営上町住宅竹棟
〔上町1丁目4区〕 1 211 ３ＤＫ 鉄筋コンクリート造

４階建 不可
17,400 ～ 2,800 円

34,200 円 〔1台〕

塩沢 市営北原団地
〔六分区〕 − 47 ３ＤＫ 木造高床式

２階建 不可
18,200 ～ 無料（高床1階） 車庫高さ

1.6ｍ35,700 円 〔1台〕

塩沢 市営樋渡団地
〔六分区〕 1 104 ３ＤＫ 鉄筋コンクリート造

３階建 不可
17,400 ～ 無料（入居者管理）

34,200 円 〔1台〕

塩沢 市営泉盛寺団地
〔泉盛寺〕 1 102 ３ＤＫ 鉄筋コンクリート造

５階建 可
12,600 ～ 無料（入居者管理）

24,900 円 〔1台〕

塩沢 市営上野団地
〔上野〕 3 302 2ＤＫ 鉄筋コンクリート造

３階建 不可
19,300 ～ 2,000 円

37,900 円 〔2台〕
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南魚沼市地下水の採取に関する条例改正（案）
パブリックコメント集計結果公表

【問合せ】環境交通課　☎７７３−６６６６

　南魚沼市地下水の採取に関する条例改正（案）に対する意見募集を７月７日（金）～31日（月）に行いました。寄せ
られた意見と、それに対する市の考え方の概要を公表します。寄せられた意見を反映した改正案を９月議会に提
出します。

ご意見など 市の考え方（対応）
　諸悪の根源といわれる一律40ｍ掘削は、現行ど
おり規制（禁止）してはどうか。

　改正案では、地盤沈下区域の地下水を取水する
深さを60m以深としているので、実際に掘られる
井戸は、深度70～80m以上になると思われます。　地盤沈下区域に新たに井戸を掘る場合は、80ｍ

以上掘削することを条件としてはどうか。
　80ｍ以上掘削の費用と40ｍ掘削費用の差額を
市が補助してはどうか。

　市では、井戸掘削費に対して補助を行う考えは
ありません。（掘削を奨励するのではなく、節水を
奨励します）

　二次被害を避けるため、隣接して井戸を掘削す
る場合は許可制として、市が補償してはどうか。

　井戸の掘削は、すべて許可制となりますが、隣
接して井戸を掘ることを妨げるものではありませ
ん。また、それに関して市が何らかの補償を行う
ことは考えていません。

　地盤が強固で公共性が認められる場合は、ポン
プ出力１ｋｗ以上を認めてはどうか。

　改正案では、吐出口径を規制し、ポンプの出力
規定は廃止する考えです。これは最大揚水量がポ
ンプの出力ではなく、吐出口径で決まるからです。

　対策には巨額の費用がかかる。「井戸取得税」や
「地盤沈下対策税」の創設もやむを得ないと思う。

　今後の地下水保全対策や地盤沈下対策などの財
源について、目的税の新設を含めた検討を進めて
いく必要があると考えています。

　改正案は現行条例よりシンプルになりおおむね
了解するところですが、罰則規定が厳しくなり３
分類に分けて規定しています。その根拠は何でし
ょうか。主に工事業者に対しての罰則ですが、50
万円以下の罰則は施主側にも適用される内容です。
道路交通法違反の罰金と比較しても少し厳しすぎ
る。罰金上限額を再考する必要があると考えます。

　地方自治法第14条第３項で、条例上での罰金の
上限を100万円と規定しています。また、他の自
治体の地下水条例などを参考として罰則の軽重を
決定しています。厳しすぎるとの意見ですが、地
盤沈下の状況を鑑みて厳格な条例施行をするため
の担保が必要であると考えています。

　改正案ではポンプの出力規制がない。地盤沈下
区域の既設井戸所有者が井戸洗浄などの際に、出
力の大きいポンプに交換するケースが想定される。
この場合、出力が大きいと同じ層からたくさん地
下水を吸い上げてしまう恐れがある。出力の大き
いポンプへの交換は認めないでもらいたい。ポン
プ出力を上げる場合は、既設井戸を廃止し新規掘
削扱いにしてもらいたい。

　ポンプの吐出口径で最大揚水量が決定されるた
め、ポンプの出力規定を廃止する考えです。既設
井戸に対して出力制限を設けることは考えていま
せん。

　特に六日町の中心部の取水で沈下が進み、今ま
で規制を加えたことで、地盤沈下が相当抑えられ
ていた事に注目すべきと考えます。

　地盤沈下区域での新規井戸掘削が原則禁止され
た平成６年から、公共道路の消雪井戸について集
中管理方式や降雪検知器を用いた地盤沈下対策を
行ってきました。意見のとおり、その効果はあっ
たということがわかっています。改正案では、新
規掘削については高機能の降雪検知器の設置を義
務付け、既存井戸については同検知器設置の補助
制度を設けます。全市的な節水をすることで揚水
量を削減し、地盤沈下の進行を遅らせることがで
きるものと考えています。

意見の件数：18件（５人）
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　人口問題がどのように進んで困っているのかは
調査をされた上の事か、人口問題はこんなこと（消
雪用井戸掘削禁止）でなくとも進んでいるのでは
ないでしょうか。公表できる調査はあったのでし
ょうか。

　過去20年間の人口推移データによると、人口の
増減率は、市全体では90％、地盤沈下区域が90％、
その周辺区域は105％でした。人口の減少は地盤
沈下区域に限ったことではありませんが、六日町
中心市街地の人口の減少とその周辺の人口増とい
う結果から、新規井戸掘削の禁止がその一因であ
ると考えています。

　「地盤沈下区域からの人口流出」の原因は、井戸
掘削の可否とは別問題である。現に私の居住地区
では、近年10数件の住宅が建築されている。人口
流出の原因は、古い家並みや生活道路（小路）、家
族構成、高齢で寒い冬がつらい、都会に出た子ど
もが帰ってこないなどであり、地盤沈下を主因と
することはできない。再度綿密な調査を望みます。

　すべての要因が、地盤沈下にあるとは考えてい
ません。しかし、井戸が掘れないことが原因だと
いう声が多数あるのも事実です。地盤沈下区域の
井戸掘削の可否が、流出原因のひとつと考えてい
ます。なお、人口の推移については継続して調査
をしていきます。

　地下水を取水するため、ある一定の沈下は避け
られないと思われる。どれくらいが許容範囲か確
認する必要があると思います。現状がまあまあと
考えられるのであれば現状維持するべきですし、
まだ危険なのであれば節水の工夫を考えるべきで
す。

　１年間に20㎜、10年間で200㎜以内という目
標設定です。これは、１年間に20㎜以上の沈下が
発生すると、被害が起こる可能性が高いといわれ
ているからです。地盤沈下は現在も進行しており
ますので、高機能の降雪検知器の設置により地盤
沈下の進行を遅らせる考えです。

　地下水はこの盆地の中で当然つながっているの
で、地質の専門家であれば、今回の発表以前に理
解をされていたのではないでしょうか。むしろど
こが沈下しやすいかという事は、地盤の状態で比
較されると思うし、地域によっても違いは生じて
いるでしょう。もう少し慎重に検討されることを
望みます。

　地下40mよりも浅い地層については、井戸のデ
ータなどから詳細な地質構造がわかっており、ど
こが沈下しやすいかということもある程度わかっ
ています。地盤沈下の原因は、粘土質を多く含ん
だ層からの取水であり、六日町市街地を中心とし
た地下40m前後にこの層が分布しています。改正
案では、この層からの取水を避け、より深いとこ
ろ（60m以深）から取水することで沈下の進行を
抑制できるものと考えています。

　地下水以外の消雪は困難との理由は、現在の耐
雪型住宅の普及や消雪技術の進歩で今後改善して
いく可能性が高い。

　今後も地下水に代わる消雪方法について情報収
集し、検証・研究を続けていきます。

　「地盤沈下による一般住宅への明確な被害は、確
認されていない」とあるが、今回の改正で深井戸
が大幅に増加することが予想される。今後も被害
は確認されないと確信できるのか。かえって地盤
沈下が進行することが危惧される。

　地盤沈下が確認されてから30年以上経過してい
ますが、明確な被害が発生していないことから、
今後も節水を徹底することで日常生活に支障があ
るような被害が発生する可能性は低いと考えてい
ます。さらなる節水に努め、地盤沈下の進行を抑
制していきます。

　高齢者が余生を考えたとき、大金を使って井戸
を掘る。それも近隣よりも深くという発想には至
らない。言い過ぎかもしれないが、高齢者にとっ
ては厳しい。厳しい言い方ではあるが、高齢者い
じめといわれかねないのではないか。

　公平な地下水利用のために、まずは井戸の掘削
を可能とする条例改正を行うことが肝要だと考え
ています。高齢者世帯などへの支援については、
住宅除雪援助事業などで対応していきたいと考え
ています。

　「地盤沈下区域」と「その他区域」の区分は無く
すること。居住民にとっては差別的であり、少な
くとも呼称を変えてほしい。地下水脈はどこかで
繋がっていると大学教授は解説しており、他地区
で深く掘っても浅い井戸から枯れていくことは明
白で区分する意味がない。

　規制区域の区分を無くすことによって地下水の
採取量が急激に増え、地盤沈下がさらに進行する
恐れがあることから、水準測量の結果を基に規制
区域の区分をしています。部分的に地下水脈は繋
がっていることは承知しています。一定の規制も
必要であることをご理解いただきたいと思います。
また、意見を尊重し、区域の名称を「地盤沈下区域」
から「重点区域」に改めることとしました。

　産業用井戸の吐出口径について。「地下水対策委
員会の審議により100㎜まで許可」の可能性があ
る。この部分についてのみ基準を緩和し特別に許
可する必要はない。そもそも産業用の区分が明確
でない。悪意を持って利用される可能性がある。

　産業用井戸に関しては、業務上一定の井戸が必
要である場合を考慮したもので、その井戸につい
ては消雪に用いないように条件を付します。また、
悪用されないよう、地下水対策委員会において厳
正に審査します。
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災害に備えて
一日前プロジェクト

【問合せ】　総務課 防災庶務班　☎７７３－６６６０

　駅の近くで食事をしていました。確かにものすごい降り方でしたが、川が危険な状態になってい
るなんて全く想像もしていませんでした。
　「ちょっとこの雨ひどいね」、「傘がないからもう少し待とう」と店に居続けたのですが、いっこう
に止む気配がありません。
　「もういいかげんに帰らなくちゃ」と思っていたときに、携帯電話が鳴って、「今、川がすごいこ
とになっている」という連絡が入りました。「どこが？」と。まさか自分たちの街の川があふれ出し
ているなんて想像もできませんでした。
　普通に電車も走っているし、駅のまわりの店には明々と電
気がついていて、街の生活のどこかが不自由になった印象は
全くありませんでした。
　川の近くに住んでいた人たちは、すごい大変な思いをして
いるけれども、ちょっと離れたところでは、「えっ、川があふ
れていたの？」という、のんきな声が次の日でも聞こえました。
　都市部特有の局地的豪雨の恐ろしさを、思い知らされた気
がしました。

　駅前はいつもと同じ、川の氾濫想像できず〜局地的豪雨の恐ろしさを感じた〜

平成17年台風第14号（平成17年９月）（杉並区　災害当時30代　男性）
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シリーズで南魚沼市の「がんばる企業」を紹介します ――― 南魚沼市WEB企業ガイド 検 索

こんな会社です
　昭和57年に設立し、印刷・紙加工を行っている会社です。創
業当初は、コンピュータ用の連絡伝票の生産が主だったのです
が、近年は車のメンテナンスノート、カラオケなどの目次本、割
引券付レシート、ギフト商品の申込書、損害保険の約款冊子な
どを主力として印刷から製本まで幅広い受注生産を行っていま
す。なかでも得意とするのは、目次本と約款冊子です。目次本は、
一般的に印刷と切断など多くの工程が必要ですが、弊社は１工
程での生産が可能で、約款冊子は辞書に使用するような薄紙で
も印刷することができます。昨今、パソコンなどの普及でペー
パーレス化が進みつつありますが、全社員で力を合わせ、国内
有数の設備と独自の生産技術を生かし、大手の印刷企業などか
ら製造依頼をいただいています。

イチ押し社員を紹介
　　～田

た
鍋
なべ
保
やす
昭
あき
さん［所属：情報処理グループ］～

Q　この会社で働くやりがいなどを教えてください。
A　入社10年目で、個人情報などの可変データの印字や加工を
担当しています。大学卒業後にUターンで南魚沼に戻ってきて、
弊社に入社しました。個人情報を取り扱うので漏

ろう
洩
えい
しないよ

うに気を使いますが、一方で１巻12,000m、直径１m20cmほ
どのサイズの紙を高速で印刷できる大きな機械を動かす時は、
とても楽しく達成感があります。また、担当した製品が世の
中に出たものを見ると、経済活動の一部を担っていることを
実感します。

新人さんの紹介
　　～中

なか
島
じま
陽
よう
樹
き
さん［所属：情報処理グループ］～

Q　この会社で働いてみてどうですか？
A　高校生の時に、工場見学をした際に雰囲気がよかったので、
弊社に入社しました。機械のことや専門的な用語などは、入
社後に一から学ぶことができました。印刷の色は赤、青、黄色、
黒の４色で合わせるのですが、調整は経験に裏打ちされた職
人的な感覚が求められます。最近では、色合わせに加えて、２
人で動かす大きな機械を主担当として任されることも多く
なってきたので、楽しく仕事をしています。

シリーズ㉗

高速紙工業株式会社
製造業

田鍋　保昭さん

取り扱い製品

作業の様子

中島　陽樹さん

〒949-6797　南魚沼市津久野1112番地14
☎ 773-5300　FAX 773-3304 
ウェブサイト：http://www.kamikogyo.com/
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みんなの図書館
【申込み・問合せ】南魚沼市図書館

☎773‒6677

南魚沼市 		南魚沼市 月～金9：30 ～ 20：00（土 日 祝  
19：00まで）休館：7日㈭、21日㈭（図書整理日）

大　和 		☎777 ‒4671火～日	祝 9：00 ～ 19：00 
	 休館：月曜日（祝日の場合は翌日）
塩　沢 		☎782 ‒0100　9：00 ～ 20：00（月	土 日 祝

17：00まで）　9月は毎日開館します

9月の開館日時

テ
ー
マ
展
示

　健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う
！

　
９
月
は
健
康
増
進
普
及
月
間
で

す
。
保
健
課
と
の
合
同
企
画
で
、

本
の
展
示
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配

布
を
行
い
ま
す
。

敬
老
の
日
読
書
の
す
す
め

　（
公
社
）
読
書
推
進
運
動
協
議

会
が
選
定
し
た
、
中
・
高
年
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
本
を
紹
介
し

ま
す
。

動
物
愛
護
週
間

　
９
月
20
日
㈬
か
ら
26
日
㈫
は
、

「
Ｂブ

ッ

ク

マ

ー

ク

Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｋ 

08
」

も
っ
と
海
外
文
学
を
読
も
う
！

翻
訳
物
は
面
白
い

「
や
っ
ぱ
り
新
訳
！
」

　
金か
ね

原は
ら

端み
ず

人ひ
と

さ
ん
の
「
ブ
ッ
ク

マ
ー
ク
」
第
８
弾
で
す
。
今
回
は
、

新
訳
本
の
特
集
で
す
。
翻
訳
も
時

代
を
反
映
し
て
変
わ
っ
て
い
き
ま

す
。
新
た
に
翻
訳
さ
れ
た
新
鮮
な

「
新
訳
」
本
を
読
み
ま
せ
ん
か
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会（
ア
ニ
メ
）

『
星
の
王
子
さ
ま
』（
30
分
）

　
世
界
２
０
０
か
国
で
翻
訳
・
出

版
さ
れ
て
い
る
不
朽
の
名
作
。
パ

イ
ロ
ッ
ト
と
星
の
王
子
さ
ま
の
出

会
い
か
ら
、
永
遠
の
別
れ
ま
で
を

描
い
た
、
美
し
く
も
儚は
か
な

い
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
作
品
で
す
。

日
時
　
９
月
17
日
㈰

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時

対
象
　
小
学
生
以
上

会
場
　
図
書
館
　
多
目
的
室

９
月
の
読
み
聞
か
せ

内
容
　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
手
遊

び
・
絵
本
、
紙
芝
居
の
読
み
聞

か
せ
な
ど
（
内
容
は
開
催
日
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

会
場
　
図
書
館
　
多
目
的
室

 

絵
本
の
へ
や 

期
日
　
毎
週
水
曜
日

時
間
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30

分
※
９
月
13
日
㈬
は
、
１
，１
０
０

回
記
念
の
特
別
編
で
す
。
琴
の

演
奏
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

対
象
　
０
歳
～
入
園
前
の
幼
児

出
演
　
ふ
う
せ
ん
の
会

 

読
書
の
つ
ど
い 

ど
う
ぶ
つ
と
な
か
よ
し
！

日
時
　
９
月
16
日
㈯

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

テ
ー
マ
　「
ど
う
ぶ
つ
」

内
容
　
本
と
あ
そ
ぼ
う

　「
あ
た
ご
の
浦
」

対
象
　

　
幼
児
・
小
学
生
・
保
護
者
ほ
か

出
演
　
ふ
う
せ
ん
の
会

 

お
は
な
し
の
じ
か
ん 

日
時
　
９
月
10
日
㈰

　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

対
象
　
乳
幼
児
・
保
護
者
ほ
か

動
物
愛
護
週
間
で
す
。
動
物
の
育

て
方
や
習
性
な
ど
の
動
物
に
関
す

る
知
識
を
深
め
、
よ
り
身
近
に
感

じ
る
写
真
集
や
エ
ッ
セ
イ
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、
動
物
が
登
場
す
る
子
ど

も
向
け
の
本
も
展
示
し
ま
す
。

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

　サ
ン
バ
リ
ン
を
つ
く
ろ
う
！

　
紙
皿
と
リ
ボ
ン
で
、
楽
し
く
遊

べ
る
太
陽
の
タ
ン
バ
リ
ン
（
サ
ン

バ
リ
ン
）
を
作
ろ
う
。

日
時
　
９
月
22
日
㈮

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
場
　
大
和
公
民
館

内
容
　
手
袋
人
形
、
ま
ん
ま
る

ち
ゃ
ん
（
紙
人
形
劇
）、
絵
本
、

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
手
遊
び
、

歌
、
工
作
な
ど

対
象
　
乳
幼
児
・
保
護
者
ほ
か

参
加
費
　
無
料
（
予
約
不
要
）

巡
回
図
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　　
８
月
17
日
㈭
に
、
大
和
図
書
室

の
巡
回
図
書
を
２
０
０
冊
入
れ
替

え
ま
し
た
。
次
回
、
塩
沢
図
書
室

は
９
月
21
日
㈭
に
入
れ
替
え
予
定

で
す
。

英
語
学
習
サ
ポ
ー
ト
企
画

『
英
語
を
楽
し
も
う
！
』

　
英
語
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
通

し
て
、
英
語
の
楽
し
さ
や
、
図
書

館
で
英
語
の
本
を
選
ぶ
た
め
の
コ

ツ
を
お
伝
え
し
ま
す
。

講
師
　
渡
邊
さ
く
ら
（
学
校
教
育

課
）

日
時
　
10
月
７
日
㈯

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

対
象
　
中
学
生
・
高
校
生
、
英
語

絵
本
を
読
み
聞
か
せ
し
て
あ
げ

た
い
保
護
者
、
英
語
の
勉
強
を

し
た
い
人

会
場
　
図
書
館
　
多
目
的
室

子
ど
も
の
科
学
の
本
を
知
っ
て
い

ま
す
か

～
科
学
絵
本
の
見
方
・
伝
え
方
～

　
子
ど
も
が
科
学
の
本
に
興
味
を

持
つ
よ
う
に
、
科
学
の
面
白
さ
や

楽
し
さ
を
伝
え
る
方
法
を
学
び
ま

す
。

日
時
　
10
月
21
日
㈯

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

会
場
　
図
書
館
　
多
目
的
室

講
師
　
塚
原
博
さ
ん
（
実
践
女
子

大
学 

教
授
）

対
象
　
子
ど
も
の
読
書
に
関
心
の

あ
る
人

定
員
　
70
人
（
申
込
必
要
）

締
切
り
　
10
月
18
日
㈬
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『佐
さ

渡
ど

裕
ゆたか

指揮 シエナ・ウインド・オーケストラ演奏会2017』
　日本を代表する指揮者・佐渡裕と吹奏楽団・シエナ
によるクリスマス演奏会。
日　時　12月10日㈰　
15：00 ～（開場14：30）
会　場　市民会館　大ホール
出　演　佐渡裕（指揮）、シエ
ナ・ウインド・オーケストラ、
キュウ・ウォン・ハン（バリトン）
入場料　全席指定 Ｓ席7,000円、Ａ席6,000円、高校
生以下3,500円　※未就学児の入場はご遠慮ください。
高校生以下の入場券は、市民会館のみ販売。９月10
日㈰から市民会館、会館プレイガイドにて発売。賛助
会員は、９月３日㈰から市民会館にて先行発売。

南魚沼市民会館

☎773‒5500　FAX 772‒8161　
URL http://www.6bun.jp/kaikan/

受付8：30 ～ 17：15
9月の休館：4日㈪、11日㈪、19日㈫、25日㈪

玉川勝之展 ～負の振れ幅を大切にして～
期　間　９月２日㈯～ 10月３日㈫
　金鎚で銅を打って形作られる鎚

つい
起
き

銅
どう

器
き

を製作する
「玉

ぎょく
川
せん

堂
どう

」の金属造形作家・玉
たま

川
がわ

勝之さんの個展。ユーモ
アとエロス（性愛）を交え伝統工芸の技術を生かしたオ
リジナルアートで金属造形の新しい表現を展開します。
関連イベント・コンサート
～パーカッションと現代舞踏のステージ～
日　時　9月23日（土・祝）　14：00 ～　※要入館料

池田記念美術館

☎780‒4080　FAX 777‒3815　URL http://www.ikedaart.jp
￥一般500円／高校生以下（無料）

開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30）
9月の休館：毎週水曜日、1日㈮

抽象絵画の先駆者　大沢昌
しょう

助
す け

展
期　間　11月20日㈪まで
　日本を代表する洋画家・大沢昌助の、没後20年を
記念し開催中。また、同時期に活躍した高山辰雄や、
脇田和

かず
の抽象画も展示中。

棟方志功アートステーション

［JR六日町駅1階］　☎770‒1173　￥一般500円／小中高250円
URL http://www.m-uonuma.jp/m-artstation/

開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30）
9月は毎日開館します

常設展　～彫る 摺
す

る 画
か

く～「棟方志功の世界」
企画展　期　間　11月５日㈰まで

「生誕130年記念　シャガール・ブルーの世界展」
　マルク・シャガールの幻想的な青色の油彩画や、強
烈な赤色が印象的な作品など色彩をテーマとした作品
17点を展示。

「異国情緒を感じる旅」　
　飯島一

かず
次
つぐ

、小野州
しゅう

一
いち

、成田禎
てい

介
すけ

、橋本三郎の作品か
ら「異国の旅」をテーマとした４人の画家による石版
画18点を展示。

今泉記念館アートステーション

☎783‒4500　FAX 783‒3388　
URL http://www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumi-kinenkan
￥一般500円／小中高250円

開館9：00 ～ 17：00（入館16：30まで）
9月の休館：13日㈬ ワックス掛けのため

富岡惣一郎　「水
み な も

面－光と影－」
期　間　11月19日㈰まで
ジュニア学芸員鑑賞ガイド

 
城内中学校生徒が解説

日　時　９月18日（月・祝）　13：30 ～ 14：15　
※総合支援学校「MSGカフェ」も出店します
雪文化3館提携25周年記念特別展

天の恵みをいただいて ―水・光・風―
酒井建・松田昇写真展
　トミオカホワイト美術館・鈴木牧之記念館・十日町
市博物館の提携25周年を記念し、「雪が育んだ文化」
をテーマに各館の巡回資料と併せ、写真展を開催。
期　間　９月14日㈭～ 10月19日㈭　
ラウンジ展9月［観覧無料］
城内さんぽ～歴史編～　「新編　城内郷土誌」から上

出浦・下出浦地区の歴史を紹介
市民ギャラリー　文化書道暁

ぎょう
雲
うん

書道会「こどもの書
道作品展」

トミオカホワイト美術館

☎775‒3646　FAX 775‒3650　URL http://www.6bun.jp/white/
￥一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）
9月の「市民無料の日」は、8日㈮、18日（月・祝）、28日㈭

開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30）
9月の休館：毎週水曜日、2日㈯、9日㈯、10日(日)

雪文化３館提携25周年記念特別展

『北
ほ く

越
え つ

雪
せ っ

譜
ぷ

』と織物
期　間　９月14日㈭～ 11月19日㈰
　鈴木牧之記念館・トミオカホワイト美術館・十日町
市博物館で締結している「雪文化３館」が提携25周
年を記念し、各館で特別展を開催します。
　当館では、塩沢地域の織物の歴史を『北越雪譜』と
併せて紹介します。※会期中、南魚沼市民は観覧無料

鈴木牧之記念館

☎・FAX 782‒9860　URL http://www.6bun.jp/bokushi/
￥大人500円/小中高250円（市内の小中学生は無料）

開館9：00 ～ 16：30
9月の休館：5日㈫、12日㈫
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【
問
合
せ
】　
社
会
教
育
課

　
郷
土
史
編
さ
ん
係

☎
７
７
３-
２
１
９
７ 58

房
長
が
広
井
橋
で
迎
え
討
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す（『
六

日
町
誌
』）。

　
江
戸
時
代
の
広
井
橋
の
構
造
は
、

古
文
書
に
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
文
化
３
年
（
１
８
０
６
年
）
の

『
六
日
町
組
地
志
書
上
げ
』
に
は
、

橋
の
幅
は
２
間
半（
約
４・５
メ
ー

ト
ル
）
で
、
長
さ
は
６
間
（
約

10・８
メ
ー
ト
ル
）
と
あ
り
ま
す
。

　
享
和
３
年
（
１
８
０
３
年
）
に

六
日
町
村
が
役
所
に
出
し
た
橋
の

普ふ

請し
ん

に
関
す
る
願
書
き
に
あ
る
見

積
り
書
に
は
、
橋
の
構
造
な
ど
が

①
橋
脚
は
木
製
で
、
栗
の
丸
太
３

本
１
組
で
４
脚
。
橋
詰
２
組
の
橋

脚
は
長
さ
２
間
半
、
中
央
の
２
組

の
橋
脚
は
長
さ
３
間
、
②
こ
の
橋

脚
に
貫ぬ
き

を
通
し
、
そ
の
上
に
丸
太

の
梁は
り

と
桁け
た

を
組
む
、
③
そ
の
上
に

長
さ
２
間
幅
１
尺
、
厚
さ
４
寸
の

敷
板
36
枚
を
鉄
釘
で
留
め
る
、
④

普
請
に
は
大
工
が
延
べ
１
５
０
人
、

人
足
が
延
べ
３
０
０
人
、
経
費
43

両
が
必
要
、
と
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
願
い
を
役
所
は
許
可
し
て

い
る
た
め
、
こ
の
構
造
の
橋
が
普

請
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す（『
み

な
み
う
お
ぬ
ま
』
第
八
号
）。

　
ま
た
、大
正
期
の
板
橋
の
様
子
は
、

　
六
日
町
を
南
北
に
縦
断
す
る
三

国
街
道
を
通
行
す
る
に
は
、
い
く

つ
か
の
川
を
渡
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
一
つ
に
、
鎌
倉
沢
川
に
架

か
る「
広
井
橋
」が
あ
り
ま
す（
鎌

倉
沢
川
は
大
正
時
代
に
流
路
変
更

さ
れ
た
た
め
、
現
在
は
十
二
沢
川

と
な
っ
て
い
ま
す
。
郷
土
資
料
あ

れ
こ
れ
38
参
照
）。

　
こ
の
広
井
橋
の
歴
史
は
古
く
、

次
の
よ
う
な
話
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。一
つ
は
、広
井
某
家
か
ら
坂
戸

城
城
中
の
某
家
と
の
婚
姻
の
際
、

坂
戸
ま
で
の
道
中
の
鎌
倉
沢
川
に

橋
が
架
か
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で

祝
儀
の
一
つ
と
し
て
橋
を
架
け
た

こ
と
か
ら
「
広
井
橋
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
そ
う
で
す（『
上
原
誌
』）。

　
も
う
一
つ
は
、
永
正
９
年
（
１

５
１
２
年
）
正
月
、
三
條
城
主
の

長
尾
俊
景
が
坂
戸
城
を
不
意
打
ち

し
た
と
き
に
、
坂
戸
城
主
の
長
尾

写
真
①
に
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
広
井
橋
の
両
岸
に
は「
下
川
端

小
道
」と
呼
ば
れ
る
小
路
が
あ
り

ま
し
た（
天
明
５
年（
１
７
８
５
年
）

の
記
録
よ
り
）。
こ
の
小
路
は
魚
野

川
と
鎌
倉
沢
川
の
合
流
地
点
に
あ

り
、
六
日
町
の
船
着
場
に
通
じ
て

い
ま
し
た
。
船
着
場
付
近
の
様
子

は
、
大
正
時
代
の
写
真
②
に
み
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
写
真
に

あ
る
よ
う
に
、
川
が
住
宅
地
の
す

ぐ
近
く
を
流
れ
、住
宅
地
を
守
る
た

め
の
石
垣
が
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
初
期
ま
で
写
真
②
の
よ
う

な
景
色
が
み
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
の
河
川
改
修
に
よ
り
流
路

が
変
更
さ
れ
、堤
防
が
築
か
れ
た

こ
と
な
ど
で
そ
の
景
色
は
失
わ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。も
と
も
と
川
の

流
れ
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
は
堤
防

が
築
か
れ
、後
に
児
童
遊
園
地（
現

在
の
仲
町
児
童
公
園
、昭
和
48
年

９
月
に
改
称
）が
造
ら
れ
ま
し
た
。

　
石
垣
も
河
川
改
修
に
よ
り
そ
の

姿
は
失
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
21
年
に
工
事
の
際
に
見
つ
か
っ

た
石
垣
の
部
材
を
用
い
て
、
石
垣

が
広
井
橋
跡
に
復
元
さ
れ
ま
し
た

（
石
碑
㉞
）。

南
魚
沼
市
の
石
碑
㉞

「
廣
井
橋
跡
」　
［
六
日
町
］

　
先
述
の
児
童
遊
園
地
の
敷
地
の

一
部
を
利
用
し
て
、
六
日
町
立
中

央
保
育
所
が
開
所
し
た
の
が
昭
和

33
年
４
月
の
こ
と
で
す
。
開
所
後

は
、
魚
野
川
と
坂
戸
山
を
臨
む
六

日
町
の
中
心
街
に
あ
る
保
育
所
と

し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
統

廃
合
を
柱
と
し
た
保
育
所
整
備
計

画
か
ら
昭
和
63
年
３
月
に
惜
し
ま

れ
な
が
ら
閉
所
と
な
り
、
上
町
保

育
所
な
ど
へ
統
合
と
な
り
ま
し
た
。

　
閉
所
後
の
同
年
９
月
に
石
碑

（
石
碑
㉟
）
が
建
立
さ
れ
、
跡
地

は
再
び
公
園
と
な
り
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

南
魚
沼
市
の
石
碑
㉟

「
中
央
保
育
所
跡
」［
六
日
町
］

【
建
立
】
昭
和
63
年
９
月

　
今
回
紹
介
し
た
石
碑
な
ど
は
、

い
ず
れ
も
坂
戸
山
を
臨
む
六
日
町

大
橋
（
左
岸
）
の
付
近
に
あ
り
ま

す
。
こ
う
り
ん
ぼ
う
の
館
、
お
六

と
桂
姫
の
銅
像
、
六
日
町
大
橋
親

柱
に
刻
ま
れ
た
直
江
兼
続
の
兜
な

ど
も
あ
り
、
六
日
町
の
歴
史
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
写
真
①
②
の
提
供
》

新
潟
地
域
映
像
ア
ー
カ
イ
ブ
セ
ン

タ
ー　
高
橋
家
写
真

【写真①　大正時代の
広井橋付近の様子】

【写真②　大正時代の
船着場付近の様子】
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公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社 スポーツ振興係
〒949-6611 南魚沼市坂戸372　ディスポート南魚沼内　ディスポート☎773‒6620　スポパラ☎773‒3210

9月の休館日
4日㈪、11日㈪、19日㈫

ディスポート南魚沼

南魚スポーツパラダイス　第２期　陸
おか

の教室参加者募集 第２弾！
受講料　スポパラ会員 新　規 … 今年度初めて受講する教室は、すべて無料（「楽しいキッズダンス教室」のみ、

保護者が会員の場合の未就学児は820円）
　　　　　　　　　　 再受講 …第１期に受講し、第２期も再受講する教室は2,050円
　　　　一　般　各4,110円（「リフレッシュ教室」は会員・一般とも託児１人あたり3,080円）
教室回数　全10回（各教室とも）

教室名 開催曜日・
開始時間

教室
初日 教室内容 受付

開始

楽しいキッズダンス教室

木

17：30

9月28日

４歳から始められるヒップホップダンスで、楽しく
一緒に踊りましょう

9月5日
㈫

9：00

女性限定
リフレッシュ教室

（託児あり）
10：30

いろんな運動で汗をかいて楽しくリフレッシュ！
出産・育児でしばらく運動から離れていた人にも最
適です 

リズム体操教室
火

13：00
10月3日

軽快なリズムに合わせて、楽しく体を動かします
ボディメイキング教室 19：00 ボールを使って楽に体の歪みやバランスを整えます
はじめての
しなやかボディ教室

土
10：05

10月7日 ストレッチやヨガなどさまざまな方法で腰痛予防や
姿勢改善、柔軟でしなやかな体をめざします

9月2日
㈯

9：00M
モ ア
ore

しなやかボディ教室  9：00

・受付は、8：30から予備受付を行います。受付開始時刻9：00に定員を超える場合は、受付開始時刻と同時に
締め切り、その場で抽選を行います

・教室の詳しい内容などは、参加者募集要項をご覧ください。不明な点は、スポパラ事務局まで
・日程は、都合で変更する場合があります
・保険料は、年会費・受講料に含まれます（申込み教室のみ有効）

ディスポート南魚沼　トレーニングルーム　マシン使用法講習会
日　時　９月10日㈰　12：00 ～ 13：30
定　員　６人（事前の申込みが必要）
場　所　ディスポート南魚沼１階　トレーニングルーム
対　象　中学生以上
申込み　ディスポート南魚沼（電話申込可）
※施設利用料300円が別途必要です（定期券可）
　運動着、室内用シューズ、タオルをご用意ください

受
講
料

スポパラ
会　員 無　料

一　般 200円

スポーツチャンバラ体験会参加者募集
スポーツチャンバラ体験会を行います。みなさんの参加をお待ちしております。
日　時　９月30日㈯　13：30 ～ 15：30（受付13：00）
会　場　ディスポート南魚沼２階　アリーナ
対　象　小学校１年生～６年生
定　員　50人（先着順）
参加費　スポパラ会員　150円　　　　　一　般　300円
締切り　９月24日㈰　17：00
※不明な点は、スポパラ事務局までお問い合わせください
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平成29年度　市民体育祭
主催　南魚沼市体育協会　　事務局　生涯スポーツ課（市民会館内）☎773-6630
※申込みは、各競技の問合せ先にご連絡ください

バドミントン
日　時　10月１日㈰　9：00 ～
会　場　二日町体育館
種　目　・中学生男女別シングルス・ダブルス
　　　　・小学生男女別シングルス（５・６年生）
　　　　・小学生シングルス（４年生以下）
競技方法　トーナメント戦、リーグ戦
参加費　シングルス500円
　　　　ダブルス１組1,000円
締切り　９月17日㈰
問合せ　山口　正　☎090-7827-6008

日　時　10月８日㈰　9：00 ～
会　場　二日町体育館
種　目　・男子シングルス（Ａ・Ｂ）
　　　　・女子シングルス
　　　　・男女別ダブルス（Ａ・Ｂ）
競技方法　トーナメント戦、リーグ戦
参加費　シングルス700円
　　　　ダブルス１組1,600円
締切り　９月24日㈰
問合せ　樋宮 孝雄　☎090-2214-0268

ソフトテニス
日　時　10月９日（月･祝）　8：40 ～
会　場　大原運動公園テニスコート
種　目　・中学生の部（男女別）
　　　　・中学３年生・高校・一般の部
競技方法　予選リーグ戦、決勝トーナメント戦
参加費　500円
締切り　９月30日㈯
問合せ　丸山　久　☎080-5071-0910

硬式テニス・バドミントンのクラスについて
Ａ：上級　Ｂ：初～中級

硬式テニス
日　時　10月22日㈰　8：30 ～
　　　　　（練習コート開放　8：00 ～）
会　場　大原運動公園テニスコート
種　目　男子・女子ダブルス（Ａ・Ｂ）
競技方法　予選リーグ戦、リーグ戦１位による決勝
　　　　　トーナメント戦
参加費　一般　１ペア2,000円
　　　　学生　１ペア1,500円
※ 参加は市内在住、在勤、在学、在クラブである

こと
締切り　10月15日㈰
問合せ　木村　和男　☎090-5433-8650
　　　　　　　　　　☎・FAX 772-4339
　　　　木村美恵子　☎090-2884-0690

スポレック
日　時　10月８日㈰　9：00 ～
会　場　薮神小学校体育館
種　目　男子・女子・混合
競技方法　５セットマッチ　
※参加人数により変更あり
参加費　300円
締切り　10月１日㈰
問合せ　スポレック協会事務局　上村 祐貴
　　　　☎090-7413-4810

サイクリング
日　時　10月15日㈰　9：00 ～
コース　六日町大橋下　河川敷駐車場
　　　　①三国川ダム～清水峠コース
　　　　②三国川ダム～六日町大橋コース
参加費　1,500円（小学生以下は1,000円）
　　　　※保険料、昼食代を含む
締切り　10月10日㈫
問合せ　サイクリング協会事務局　佐藤
　　　　☎772-2320
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剣  道
日　時　10月22日㈰　8：30 ～
会　場　ディスポート南魚沼
種　目　・小学生年　
　　　　・中学生の部（男女別）
　　　　・高校・一般の部（男女別）
競技方法　個人戦・団体戦
参加費　　700円
締切り　10月10日㈫　必着
問合せ　剣道連盟事務局　大津　誠
　　　　☎090-5216-6974

柔  道
日　時　10月９日（月・祝）　8：30 ～
会　場　大和中学校武道場
競技方法　・小学生 男女混合個人戦
　　　　　・中学・高校・一般 男女別個人戦
参加費　無料
締切り　９月30日㈯
問合せ　岸本富士夫　☎090-1938-0555

相  撲
日　時　10月15日㈰　9：00 ～
会　場　六日町小学校相撲場
種　目　・小学生団体戦
　　　　・小学生個人戦（男女別）
参加費　無料
締切り　９月29日㈮
問合せ　井口 良道　☎090-3332-2813

バ レ ー ボ ー ル
日　時　10月１日㈰　8：00 ～
会　場　六日町中学校体育館
種　目　男女混合９人制
競技方法　予選リーグ戦、決勝トーナメント戦
　　　　　※代表者会議で相談あり
参加費　1チーム3,000円
締切り　９月10日㈰
問合せ　大津 英雄　☎090-5544-1936

太 極 拳
日　時　10月22日㈰　13：00 ～
会　場　塩沢勤労者体育館
内　容　太極拳の各級講習（入門・24式・剣）、
　　　　一般の健康体操・体験教室
参加費　500円
締切り　10月14日㈯
問合せ　井口　博　☎080-2554-5454

　初心者向けの着付けのほか、振袖の着装や
人に着せる側の着付けも学べます。
昼の部　時間　13：00 ～ 15：30
期　間　９月23日～ 12月２日の毎週土曜日

（全８回）
参加費　4,000円（初回時に集金）
講　師　桑原達子さん
夜の部　時間　19：30 ～ 21：00
期　間　９月 21 日～ 11 月 30 日の毎週木曜

日（全10回）
参加費　5,000円（初回時に集金）
講　師　山田ミヨ子さん
共通事項
会　場　中央公民館２階　和室
対　象　20歳以上の女性
定　員　20人（先着順）
締切り　９月12日㈫
その他　申込者に後日持ち物などを記載した

文書をお送りします。着物の貸出し
もあります（料金500円）

中央公民館教養講座（秋期）
初めてのきもの教室（昼・夜の部）

【問合せ・申込み】中央公民館
☎773-6610

六
日
町
・
塩
沢
地
域
の

給
食
の
調
理
業
務
を
民
間

会
社
に
委
託
し
ま
し
た

【
問
合
せ
】

　
六
日
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
２
‐
３
２
３
６

　
塩
沢
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
７
８
２
‐
０
５
５
０

　
今
年
の
４
月
か
ら
、
六
日
町
地

域
と
塩
沢
地
域
の
給
食
セ
ン
タ
ー

の
調
理
関
係
業
務
を
株
式
会
社
メ

フ
ォ
ス
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
学

校
給
食
調
理
受
託
で
全
国
的
な

シ
ェ
ア
を
持
ち
、
新
潟
県
内
に
お

い
て
最
も
実
績
の
あ
る
会
社
で
す
。

　
運
営
体
制
は
、
今
ま
で
ど
お
り

市
の
職
員
を
セ
ン
タ
ー
長
に
配
置

し
、
献
立
の
作
成
や
食
材
の
選
定

を
新
潟
県
の
栄
養
士
が
行
い
、
責

任
を
持
っ
て
運
営
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。
市・
栄
養
士
・
学
校
・
株
式

会
社
メ
フ
ォ
ス
の
４
者
が
連
携
し
、

児
童・生
徒
に
安
心・安
全
で
お
い

し
い
給
食
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
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９
月
は
「
が
ん
征
圧
月
間
」

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診

【
問
合
せ
】
保
健
課

☎
７
７
３
‐
６
８
１
１

平
成
28
年
度
の
検
診
結
果

胃
が
ん
検
診

　
受
診
者
数
は
増
加
し
ま
し
た
。

精
密
検
査
の
受
診
率
は
88・２
％
で

し
た
。
毎
年
、
精
密
検
査
の
受
診

者
か
ら
が
ん
が
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。
が
ん
が
発
見
さ
れ
た
人
の
多

く
は
早
期
段
階
で
す
。
毎
年
検
診

を
受
け
る
こ
と
が
早
期
発
見
と
早

期
治
療
に
つ
な
が
り
ま
す
。

大
腸
が
ん
検
診

　
受
診
者
数
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
精
密
検
査
の
受
診
率
は
、

す
べ
て
の
が
ん
検
診
の
中
で
一
番

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。特
に
40・50

歳
代
の
受
診
率
が
低
い
状
態
に
あ

り
ま
す
。
精
密
検
査
で
が
ん
が
発

見
さ
れ
た
人
の
う
ち
、
約
半
数
に

進
行
が
ん
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
食
生
活
の
欧
米
化
に
伴
い
、
大

腸
が
ん
の
発
症
者
数
は
全
国
的
に

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
多
く
の

場
合
、
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
進

行
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
が

ん
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に
、

毎
年
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

市
の
胃
・
大
腸
が
ん
検
診
に
関
す

る
よ
く
あ
る
質
問

Ｑ
：
検
診
は
い
く
つ
か
ら
受
け
ら

れ
る
の
？

Ａ
：
国
の
指
針
に
基
づ
き
、
市
の

胃
が
ん
と
大
腸
が
ん
検
診
は
、
40

歳
以
上
が
対
象
で
す
。
自
覚
症
状

や
心
配
が
あ
る
場
合
は
、
年
齢
や

検
診
時
期
に
関
わ
ら
ず
、
早
め
に

医
療
機
関
を
受
診
し
て
、
医
師
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
：
検
診
料
金
は
い
く
ら
か
か
る

の
？

Ａ
：
胃
が
ん
検
診
は
１
，０
０
０

円
、
大
腸
が
ん
検
診
は
５
０
０
円

で
す
。
75
歳
以
上
は
無
料
で
す
。

医
療
機
関
よ
り
も
安
く
検
査
を
受

け
ら
れ
ま
す
。

Ｑ
：
検
診
は
、
ど
ん
な
検
査
を
す

る
の
？

Ａ
：
胃
が
ん
検
診
は
バ
リ
ウ
ム
検

査
を
行
い
ま
す
。
バ
リ
ウ
ム
検
査

は
、
食
道
・
胃
・
十
二
指
腸
の
異

常
を
確
認
す
る
検
査
で
、
発
泡
剤

や
バ
リ
ウ
ム
を
含
む
造
影
剤
を
飲

ん
で
胃
の
Ⅹ
線
撮
影
を
し
ま
す
。

造
影
剤
の
流
れ
方
か
ら
、
異
常
の

有
無
が
わ
か
り
ま
す
。

　
大
腸
が
ん
検
診
は
便
を
2
日
分

と
り
、
便
潜
血
検
査
を
行
い
ま
す
。

検
診
の
申
込
み
者
に
、
事
前
に
検

便
容
器
を
送
り
ま
す
。
が
ん
の
ほ

か
、
潰
瘍
、
ポ
リ
ー
プ
、
炎
症
性

腸
炎
、
痔
な
ど
で
陽
性
反
応
が
出

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
：
が
ん
検
診
で
要
精
密
検
査
の

結
果
が
出
た
ら
、
受
診
し
た
方
が

い
い
？

Ａ
： 

早
め
に
医
療
機
関
で
精
密

検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
精
密
検

査
に
よ
っ
て
、
が
ん
が
発
症
し
て

い
な
い
こ
と
が
わ
か
れ
ば
安
心
で

き
ま
す
。
も
し
も
が
ん
が
発
症
し

て
い
た
場
合
に
は
、
早
期
に
治
療

が
開
始
で
き
ま
す
。

　
市
で
は
が
ん
検
診
を
実
施
中
で

す
。
申
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。シ

リ
ー
ズ
④

生
涯
現
役
の
た
め
の
筋
力
づ
く
り

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
編

【
問
合
せ
】
保
健
課

☎
７
７
３
‐
６
８
１
１

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

○「
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
は

　
体
の
柔
軟
性
を
高
め
る

　
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
音

楽
に
合
わ
せ
て
ゆ
っ
く
り
と
動
き

な
が
ら
関
節
と
筋
肉
を
緩
め
ま
す
。

体
の
柔
軟
性
を
高
め
、
疲
労
予
防

や
ス
ト
レ
ス
解
消
の
効
果
も
あ
り

ま
す
。
柔
軟
性
が
高
ま
る
と
け
が

を
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
地
域
の
教
室
に
参
加
し
て
、
体

操
の
気
持
ち
よ
さ
を
感
じ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

○
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
例

・
腰
ま
わ
り

　
仰
向
け
に
な
り
両
ひ
ざ
を
立
て

ま
す
。
両
手
を
横
に
伸
ば
し
、

両
ひ
ざ
を
左
右
ど
ち
ら
か
に

ゆ
っ
く
り
と
倒
し
ま
す
。
反
対

側
も
行
い
ま
す
。

・
わ
き
腹

　
足
を
楽
に
し
て
座
り
ま
す
。
片

手
を
床
に
つ
け
、
反
対
の
手
を

上
に
あ
げ
て
わ
き
腹
を
伸
ば
し

ま
す
。
反
対
側
も
行
い
ま
す
。

○
参
加
者
の
声

　「
背
中
や
全
身
を
伸
ば
す
動
き

が
気
持
ち
よ
い
」、「
ゆ
っ
た
り
と

し
た
Ｂ
Ｇ
Ｍ
で
安
ら
げ
る
」

胃がん検診 大腸がん検診
（年度） 平成26 平成27 平成28 平成26 平成27 平成28
受診者数
（人） 3,815 3,775 3,879 6,774 6,857 6,883

要精検者数
（人） 296 112 111 449 451 476

精検受診率
（％） 92.2 94.6 88.2 84.2 77.6 78.2

がん発見者数
（人） 5 1 1 10 17 20
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不
妊
治
療
費
と

不
育
症
医
療
費
の
助
成

【
問
合
せ
】
保
健
課 

☎
７
７
３
‐
６
８
１
１

不
妊
治
療
費
の
助
成

　
市
で
は
特
定
不
妊
治
療
（
体
外

受
精
と
顕
微
授
精
）
と
人
工
授
精

の
治
療
を
受
け
た
人
を
対
象
に
、

不
妊
治
療
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
申
請
件
数

　
特
定
不
妊
治
療
　
53
件

　
人
工
授
精
　
12
件

対
象
者
（
す
べ
て
に
該
当
）

・
不
妊
治
療
で
な
け
れ
ば
、
妊
娠

の
見
込
み
が
な
い
か
、
極
め
て

少
な
い
と
医
師
に
診
断
さ
れ
た

・
治
療
期
間
と
申
請
日
に
お
い
て
、

夫
婦
の
い
ず
れ
か
が
市
内
に
住

所
が
あ
る

・
妻
の
年
齢
が
、
１
回
目
の
治
療

開
始
日
に
お
い
て
満
43
歳
未
満

対
象
と
な
る
治
療

　
夫
婦
間
で
行
わ
れ
る
保
険
診
療

適
用
外
の
治
療

※
凍
結
さ
れ
た
受
精
胚
な
ど
の
保

存
料
、
文
書
料
な
ど
は
対
象
外

助
成
内
容

①
特
定
不
妊
治
療

　
１
回
の
治
療
で
13
万
円
を
限
度
。

通
算
６
回
（
今
ま
で
受
け
た
助

成
回
数
を
含
む
）
ま
で
。
年
間

回
数
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
新
潟
県
の
助
成
と
市
の
助
成
を

併
せ
て
受
け
る
こ
と
が
可
能

（
県
の
助
成
額
を
控
除
し
た
額

を
費
用
額
と
し
て
算
定
）

②
人
工
授
精

　
１
年
度
１
回
で
、
申
請
１
回
に

つ
き
３
万
円
を
限
度
。
通
算
２

回
ま
で
（
県
の
助
成
は
あ
り
ま

せ
ん
）

必
要
書
類

①
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
申
請
書

②
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
受
診
等

証
明
書

※
新
潟
県
に
も
助
成
の
申
請
を
す

る
人
は
、
県
に
申
請
し
た
証
明

書
の
写
し
で
申
請
で
き
ま
す

（
新
た
な
市
申
請
用
の
証
明
書

の
作
成
は
不
要
）

③
医
療
機
関
発
行
の
領
収
書
・
診

療
明
細
書
原
本

※
用
紙
は
、
保
健
課
、
大
和
・
塩

沢
市
民
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す

（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

申
請
方
法

　
治
療
終
了
後
、
す
み
や
か
に
必

要
書
類
を
保
健
課
、
大
和
・
塩
沢

市
民
セ
ン
タ
ー
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

不
育
症
医
療
費
の
助
成

　
不
育
症
治
療
を
受
け
た
人
を
対

象
に
、
医
療
費
を
助
成
し
ま
す
。

不
育
症
と
は

　
妊
娠
し
て
も
、
流
産
、
死
産
を

繰
り
返
す
状
態
を
い
い
ま
す
。

　
検
査
と
治
療
を
す
れ
ば
、
80
％

以
上
の
人
が
出
産
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

対
象
者
（
す
べ
て
に
該
当
）

・
新
潟
県
内
の
医
療
機
関
で
不
育

症
と
診
断
さ
れ
、
治
療
の
必
要

が
認
め
ら
れ
た

・
治
療
期
間
と
申
請
日
に
お
い
て
、

夫
婦
の
い
ず
れ
か
が
市
内
に
住

所
が
あ
る

・
妻
の
年
齢
が
、
１
回
目
の
治
療

開
始
日
に
お
い
て
満
43
歳
未
満

対
象
と
な
る
医
療
費

　
医
療
機
関
で
受
け
た
保
険
診
療

適
用
外
の
検
査
費
と
治
療
費

※
入
院
時
の
差
額
ベ
ッ
ド
代
、
食

事
代
、
文
書
料
は
対
象
外

助
成
内
容

　
１
回
の
治
療
で
10
万
円
を
限
度
。

助
成
回
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

必
要
書
類

①
不
育
症
医
療
費
助
成
事
業
申
請

書
②
不
育
症
医
療
費
受
診
等
証
明
書

③
医
療
機
関
発
行
の
領
収
書
・
診

療
明
細
書
原
本

※
用
紙
は
、
保
健
課
に
あ
り
ま
す

（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

申
請
方
法

　
治
療
終
了
後
、
す
み
や
か
に
必

要
書
類
を
保
健
課
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」

診
療
所
・
病
院
を
上
手
に

利
用
し
ま
し
ょ
う

【
問
合
せ
】

　
新
潟
県
医
務
薬
事
課

☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
１
８
３

　
救
急
医
療
体
制
は
、
傷
病
者
の

症
状
に
応
じ
た
区
分
け
を
し
、
受

入
れ
を
行
な
う
体
制
を
と
っ
て
い

ま
す
。
適
切
な
医
療
機
関
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

区
分
け

・
初
期

　
比
較
的
軽
症
な
患
者
の
診
療
は
、

か
か
り
つ
け
医
、
休
日
夜
間
急

患
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
対
応

・
第
二
次

　
手
術
・
入
院
を
要
す
る
患
者
の

診
療
は
、
病
院
群
輪
番
制
病
院
、

救
急
病
院
な
ど
で
対
応

・
第
三
次

　
24
時
間
体
制
に
よ
る
重
篤
救
急

患
者
の
診
療
は
、
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
対
応

上
手
な
診
療
所
・
病
院
の
利
用
の

ポ
イ
ン
ト

○ 

な
ん
で
も
相
談
で
き
る
「
か
か

り
つ
け
医
（
ホ
ー
ム
ド
ク

タ
ー
）」
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
、
適

切
な
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。
他
の
診
療
科
や
総
合
病
院
で

の
受
診
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
か
か

り
つ
け
医
に
紹
介
し
て
も
ら
え
ま

す
。

○ 

で
き
る
だ
け
昼
間
に
受
診
し
ま

し
ょ
う

　
昼
間
の
診
療
時
間
内
は
、
医
師

だ
け
で
な
く
看
護
師
、
検
査
技
師
、

薬
剤
師
な
ど
多
く
の
医
療
ス
タ
ッ

フ
が
揃
っ
て
い
ま
す
。
検
査
、
投

薬
な
ど
が
夜
間
よ
り
は
ス
ム
ー
ズ

に
受
け
ら
れ
ま
す
。
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９
月
は
新
潟
県
自
殺
対
策

推
進
月
間

【
問
合
せ
】
保
健
課

☎
７
７
３
‐
６
８
１
１

～
そ
の
悩
み
、
誰
か
に
相
談
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
～

新
潟
県
は
自
殺
者
が
多
い

　
新
潟
県
の
平
成
27
年
の
自
殺
率

（
人
口
10
万
対
）
は
22
．０
％
で
す
。

全
国
平
均
の
18
．５
％
と
比
較
し

て
高
く
、
全
国
ワ
ー
ス
ト
５
位
で

す
。
市
の
自
殺
率
は
29
．０
％
と

さ
ら
に
高
く
、
自
殺
で
亡
く
な
る

人
は
年
間
平
均
で
約
20
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
県
内
で
も
魚
沼
地
域

は
、
高
齢
者
の
自
殺
率
が
特
に
高

く
、
市
は
県
と
と
も
に
対
策
を
進

め
て
い
ま
す
。

誰
も
が
な
り
う
る
心
の
不
調

　
自
殺
の
背
景
に
は
健
康
問
題
、

中
で
も
心
の
不
調
が
大
き
い
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
き
な
ス
ト

レ
ス
や
長
期
的
な
ス
ト
レ
ス
が
、

心
の
不
調
に
繋
が
り
、
不
調
ゆ
え

に
解
決
へ
の
視
野
が
狭
く
な
り
ま

す
。
思
い
込
み
に
よ
る
不
安
が
大

き
く
な
り
、
判
断
力
が
低
下
し
ま

す
。
そ
の
状
態
で
、
病
気
や
環
境

の
変
化
な
ど
複
数
の
要
因
が
重
な

る
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
自
殺
を

考
え
る
ほ
ど
追
い
込
ま
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
も
影
響
を
与
え
る

　
不
安
や
憂ゆ

う
う
つ
な
気
持
ち
な
ど

を
和
ら
げ
る
た
め
に
飲
酒
す
る
と
、

酔
い
が
覚
め
た
時
に
前
よ
り
気
持

ち
の
落
ち
込
み
が
悪
化
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
不
眠
解
消

の
た
め
の
寝
酒
は
眠
り
を
浅
く
し

て
、
心
身
の
休
養
が
阻
害
さ
れ
ま

す
。

◆心が折れそうになったらSOSを出せる力を身につけましょう。下記の相談窓口をご利用ください。 

◆ あなたもできる大切な人を守る5つの行動 ◆
～ 一人ひとりがゲートキーパー（いのちの門番）になるために ～

★声かけ
大切な人が悩んでいることに気づいたら
勇気を出して声をかけてみませんか？
○眠れてる？
○どうしたの？なんだか辛そうだけど…
○何か悩んでる？よかったら話して。
○元気ないけど大丈夫？
○何か力になれることはない？

★傾聴（よく聞く）
○無理なく話せる環境をつくる。
○心配していることを伝える。
○悩みを真剣な態度で受け止める。
○相手の思いを否定せずに、誠実に対応する。
○話を聞いたら「話してくれてありがとう」
　「大変でしたね」「よくやってきましたね」という、
　ねぎらいの気持ちを言葉にして伝える。

【悪い聞き方】話をそらす、一方的に説得する、
　　　　　 　否定する、安易に励ます

★見守り
専門機関を紹介し
た後も、悩みは繰
り返すものです。
必要があればまた
相談にのることを
伝えましょう。

★気づき
「眠れていないようだ」「食欲がなさ
そう、痩せた」「ため息が目立つ」「口
数が減った」など周りの人の様子が
いつもと違ったら、要注意。悩みを
抱えているかもしれません。
心身の病気、借金、近親者との死別、
過重労働、引越など、生活の「変化」
は大きなストレスとなります。
一見、他人には幸せそうに見える昇
進、結婚、出産なども、本人にとっ
ては大きな悩みになる場合がありま
す。

★つなぎ
早めに精神科や相談窓口などを紹
介しましょう。まずは、かかりつ
け医に相談してもいいでしょう。
○�紹介にあたっては、丁寧に情報
を伝えましょう。
○�相談窓口に確実につなぐため
に、本人の了解を得た上で、で
きる範囲で相談先に連絡し、場
所や日時を具体的に設定して本
人に伝えるようにしましょう。

相談窓口 電話番号 開設時間
南魚沼市役所保健課（保健師） 773-6811 月～金曜日（祝日除く）8：30 ～ 17：15
南魚沼市子ども・若者育成支援センター

（～ 39歳まで） 773-6611 月～金曜日（祝日除く）8：30 ～ 17：15

南魚沼市社会福祉協議会
（くらしのサポートセンターみなみ） 773-6919 月～金曜日（祝日除く）8：30 ～ 17：00

南魚沼地域振興局健康福祉環境部
（南魚沼保健所） 772-8137 月～金曜日（祝日除く）8：30 ～ 17：15

中越いのちとこころの支援センター 0258-88-0070 月～金曜日（祝日除く）8：30 ～ 17：15
新潟県精神保健福祉センター 025-280-0113 月～金曜日（祝日除く）8：30 ～ 17：00
南魚沼市消費生活相談センター

（多重債務等に関すること）※要予約 772-2541 月～金曜日（祝日除く）9：00 ～ 16：00
予約すれば時間外も可

新潟いのちの電話（長岡） 0258-39-4343 毎日24時間対応
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9月の城内診療所 診療担当医師（予定表）

月 火 水 木 金 土 日
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 休診日
◎城内診療所では、自宅まで無料で送迎します。 
　送迎希望は、電話か窓口でお申し込みください。 
　（送迎は午前中のみ）

１日 ２日 ３日

髙　橋 堀内 休診 休  診

４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日

髙　橋 田　中 髙　橋 髙　﨑 髙　橋 福本 休診 休  診

11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日

髙　橋 田　中 髙　橋 髙　﨑 髙　橋 薄田 休診 休  診

18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日
休  診 

（祝日） 田　中 髙　橋 髙　橋 髙　橋 休  診 
（祝日） 休  診

25日 26日 27日 28日 29日 30日

髙　橋 田　中 髙　橋 髙　﨑 髙　橋 髙橋 休診

受付・診療時間  午前：月曜～土曜　〈受付〉 8：30 ～ 11：30　 〈診療〉9：00 ～
 午後：月曜～金曜　〈受付〉11：30 ～ 16：00　 〈診療〉14：00 ～

【問合せ】　城内診療所　☎ 775‒2009

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
」
の
ご
案
内

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
保
健
課

☎
７
７
３
‐
６
８
１
１

　
市
内
の
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
を

活
用
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
健
康
の
た
め
に
運
動
を
し
た
い
人
、

す
で
に
運
動
習
慣
の
あ
る
人
も
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
室
内
で
で
き
る
運
動
も

紹
介
し
ま
す
。

※
持
病
が
あ
る
人
は
、
事
前
に
主
治
医
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

日
時
　
９
月
13
日
㈬

　
午
前
９
時
～
11
時

コ
ー
ス
　
ゆ
き
ぐ
に
牧
之
通
り
ま
ち
歩
き

コ
ー
ス
（
約
３
㎞
）

※
雨
天
時
は
、
塩
沢
公
民
館
講
堂
で
開
催

集
合
場
所
　
塩
沢
公
民
館
　
講
堂
内

持
ち
物
　
帽
子
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
内

履
き
、
歩
数
計
（
お
持
ち
の
人
）

※
動
き
や
す
い
服
装
と
歩
き
や
す
い
靴
で

お
こ
し
く
だ
さ
い

締
切
り
　
９
月
12
日
㈫

わ
が
子
の
自
立
を
願
う

家
族
の
集
い

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
３
‐
６
６
１
１

　
当
事
者
家
族
と
の
話
し
合
い
を
中
心
に

開
催
し
て
い
る
「
家
族
の
集
い
」。

　
今
回
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
ひ
き
こ
も

り
や
、
家
族
へ
の
支
援
を
研
究
し
て
い
る

斎
藤
ま
さ
子
さ
ん
を
招
い
て
開
催
し
ま
す
。

斎
藤
さ
ん
を
囲
ん
で
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

　
ニ
ー
ト
や
ひ
き
こ
も
り
、
不
登
校
に
悩

み
、
就
学
や
就
労
に
と
ま
ど
う
若
者
を
、

家
族
と
し
て
理
解
し
、
支
え
る
た
め
に
、

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
　
９
月
30
日
㈯
　

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

会
場
　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン

タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
義
務
教
育
終
了
～
39

歳
の
困
難
を
抱
え
た
若
者
の
家
族

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
　
斎
藤
ま
さ
子
さ
ん
（
新

潟
青
陵
大
学
教
授
）

※
前
日
ま
で
に
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い



市報 みなみ魚沼　平成29年9月1日発行 22

市などからのお知らせ 掲示板

「
法
の
日
」
週
間
・

「
く
ら
し
の
無
料
法
律
相
談
会
」開
催

～
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
～

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
市
民
課　
市
民
係

☎
７
７
３
‐
６
６
６
１

　
10
月
１
日
を
「
法
の
日
」、
10
月
１
日

～
７
日
を
「
法
の
日
」
週
間
と
し
て
、
全

国
各
地
で
法
の
尊
重
や
人
権
擁
護
の
行
事

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
市
で
は
、「
く
ら
し
の
無
料
法
律
相
談

会
」
を
開
催
し
、
法
律
、
戸
籍
の
問
題
、

近
隣
間
の
も
め
ご
と
な
ど
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

日
時　
10
月
６
日
㈮
　

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

会
場　
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階

　
多
目
的
ホ
ー
ル
ほ
か

相
談
内
容

・
土
地
・
建
物
の
売
買
、
相
続
、
抵
当
権

の
設
定
、
土
地
・
建
物
な
ど
の
登
記
の

問
題

・
土
地
の
境
界
の
問
題

・
会
社
の
設
立
、
役
員
変
更
な
ど
法
人
登

掲
示
板

市
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

記
の
問
題

・
戸
籍
・
国
籍
の
問
題

・
地
代
、
家
賃
な
ど
供
託
の
問
題

・
家
庭
内
、
親
族
間
、
近
隣
間
の
も
め
ご

と
、
不
当
な
差
別
な
ど
人
権
の
問
題

・
金
銭
の
貸
借
、
保
証
、
多
重
債
務
な
ど

の
問
題

相
談
担
当
者
　
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
行

政
書
士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
土
地
家

屋
調
査
士
、
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局

職
員

※
相
談
し
た
い
人
は
、
直
接
会
場
に
お
こ

し
く
だ
さ
い
。
弁
護
士
の
相
談
は
、
予

約
が
必
要
で
す
（
相
談
時
間
は
、
１
人

30
分
程
度
）

全
県
「
子
ど
も
の
人
権
相
談
日
」、

全
国
一
斉
「
高
齢
者・障
害
者
の
人

権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

【
問
合
せ
】

　
法
務
局　
南
魚
沼
支
局

☎
７
７
２
‐
２
１
６
４

　
新
潟
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
９

月
９
日
㈯
・
10
日
㈰
を
、
全
県
「
子
ど
も

の
人
権
相
談
日
」
と
し
て
、
新
潟
地
方
法

務
局
と
新
潟
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、

９
月
４
日
㈪
～
10
日
㈰
を
「
高
齢
者
・
障

害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
権
に
関
す
る
電

話
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
子
ど
も
の
人
権
相
談
日
」

日
時　
９
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

相
談
員　
人
権
擁
護
委
員

相
談
内
容
　
い
じ
め
・
体
罰
・
虐
待
な
ど
、

子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
こ
と

電
話
番
号

　
☎
０ぜ

ろ
１い
ち

２に
い

０ぜ
ろ

‐
０ぜ
ろ

０ぜ
ろ

７な
な

‐の

１ひ
ゃ
く
と
お
ば
ん

１
０

　
　（
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
）

※
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん

「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相

談
」
強
化
週
間

日
時　

　
９
月
４
日
㈪
～
８
日
㈮

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時
、

　（
９
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

相
談
員　

　
法
務
局
職
員
・
人
権
擁
護
委
員

相
談
内
容

　
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
人
権
に
関
す
る

こ
と

電
話
番
号

　
☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

　
　（
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
）

「
就
業
構
造
基
本
調
査
」
の

準
備
調
査
を
実
施
し
ま
す

【
問
合
せ
】

　
企
画
政
策
課　
企
画
班

☎
７
７
３
‐
６
６
７
２

　
総
務
省
統
計
局
・
新
潟
県
・
南
魚
沼
市

で
は
、
10
月
１
日
現
在
で
日
本
の
就
業
・

不
就
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
就
業
構
造
基
本
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

　
調
査
に
先
立
ち
、
９
月
上
旬
に
就
業
構

造
基
本
調
査
の
準
備
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
調
査
対
象
と
な
る
地
域
は
、
全
国
か
ら

統
計
理
論
に
基
づ
き
無
作
為
に
選
ば
れ
ま

す
。

　
お
住
ま
い
の
地
域
が
調
査
対
象
と
な
っ

た
場
合
は
、
地
域
の
確
認
の
た
め
、
調
査

員
が
訪
問
し
、
世
帯
主
名
と
住
所
の
確
認

を
し
ま
す
。

　
調
査
員
が
伺
っ
た
際
に
は
、
調
査
の
趣

旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
回
答
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
員
は
必
ず
統
計
調
査
員
証

を
携
行
し
て
い
ま
す
。
不
審
な
場
合
は
、

回
答
せ
ず
に
企
画
政
策
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
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 掲示板 市などからのお知らせ

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

～
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
～

【
問
合
せ
】　

　
法
務
局　
南
魚
沼
支
局

☎
７
７
２
‐
２
１
６
４

対
象

・
家
庭
内
（
夫
婦
・
親
子
・
離
婚
・
相
続

な
ど
）、親
族
間
、近
隣
間
の
も
め
ご
と
、

悩
み
ご
と
な
ど
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中

で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

・
い
じ
め
、
体
罰
、
女
性
差
別
、
外
国
人

差
別
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
差
別
問
題

日
時　
９
月
11
日
㈪

　
午
後
１
時
～
４
時
（
予
約
不
要
）

会
場　

働
く
婦
人
の
家
１
階
　
託
児
室

〔
浦
佐
〕

相
談
担
当　
人
権
擁
護
委
員

・
廣
田
芳
克
〔
門
前
〕

　
☎
７
７
９
‐
３
３
１
３

・
行
方
幸
恵
〔
一
村
尾
〕

　
☎
７
７
７
‐
４
８
３
１

・
中
島
澄
江
〔
大
崎
〕

　
☎
７
７
９
‐
２
６
４
１

・
島
村
弘
〔
浦
佐
〕

　
☎
７
７
７
‐
２
５
５
４

日
時　
９
月
３
日
㈰

　
午
後
１
時
～
４
時
（
予
約
不
要
）

会
場
　
魚
沼
市
役
所
守
門
庁
舎
内
　
守
門

会
館
〔
魚
沼
市
須
原
〕

相
談
担
当　
人
権
擁
護
委
員

・
佐
藤
英
里
〔
魚
沼
市
穴
沢
〕

　
☎
０
２
５
‐
７
９
６
‐
２
２
５
３

・
櫻
井
鉄
夫
〔
魚
沼
市
赤
土
〕

　
☎
０
２
５
‐
７
９
７
‐
３
１
２
４

日
時　
９
月
10
日
㈰

　
午
後
１
時
～
４
時
（
予
約
不
要
）

会
場　
湯
沢
町
公
民
館
〔
湯
沢
町
大
字
湯

沢
〕

相
談
担
当　
人
権
擁
護
委
員

・
豊
島
紀
子
〔
湯
沢
町
三
国
〕

　
☎
７
８
９
‐
２
５
０
７

・
樋
口
伸
一
郎
〔
湯
沢
町
湯
沢
〕

　
☎
７
８
４
‐
２
７
７
３

「
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
」
が

始
ま
り
ま
し
た

【
問
合
せ
】　

　
法
務
局　
南
魚
沼
支
局

☎
７
７
２
‐
２
１
６
４

　
平
成
29
年
５
月
29
日
か
ら
、
全
国
の
法

務
局
で
、
各
種
相
続
手
続
に
利
用
で
き
る

「
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
」
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
亡
く
な
っ
た
人
の
法
定

相
続
人
が
誰
で
あ
る
か
を
登
記
官
が
証
明

す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
、
相
続
の
手

続
き
で
戸
籍
謄
本
を
何
通
も
出
す
必
要
が

な
く
な
り
ま
す
。

※
相
続
の
手
続
き
で
必
要
な
書
類
は
、
各

機
関
で
違
い
ま
す
。
必
要
な
書
類
は
提

出
先
の
各
機
関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い

　
提
出
先
が
複
数
あ
る
場
合
は
、
手
続
き

が
同
時
に
進
め
ら
れ
る
、
と
て
も
便
利
な

制
度
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
発
行
に
必
要
な
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は

法
務
局
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
法
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

「
魚
野
川
河
川
美
化
運
動
」

参
加
者
募
集

【
問
合
せ
】

　
建
設
課　
維
持
管
理
班

☎
７
７
３
‐
６
６
７
４

　
ふ
れ
あ
い
魚
野
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

協
議
会
は
、
５
月
～
10
月
の
毎
月
第
４
土

曜
日
に
１
時
間
程
度
、
六
日
町
大
橋
付
近

の
河
川
敷
で
草
刈
り
、
ご
み
拾
い
な
ど
の

作
業
を
し
て
い
ま
す
。
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

注
意
事
項　
傷
害
保
険
な
ど
の
加
入
は
あ

り
ま
せ
ん
。
個
人
の
責
任
で
ご
参
加
く

だ
さ
い

９
月
の
活
動

　
９
月
23
日（
土
・
祝
）　
午
前
６
時
～

　
六
日
町
大
橋
の
下
に
集
合
（
坂
戸
側
）

有
害
鳥
獣
対
策
講
習
会
の
開
催

～
犬
の
毛
や
フ
ン
が
野
生
動
物
対

策
に
役
立
つ
～

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
ド
ッ
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
Ｍマ

イ

コ

Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｏ

☎
７
８
３
‐
２
７
７
９

　
昔
は
犬
を
外
で
飼
い
、
畑
仕
事
に
犬
を

連
れ
て
行
く
飼
い
主
が
多
く
い
ま
し
た
。

犬
の
気
配
や
臭
い
な
ど
に
よ
り
、
野
生
動

物
は
警
戒
し
て
畑
に
侵
入
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
現
在
は
、
こ
の
よ
う
な
犬
の
飼
い
方

が
条
例
な
ど
で
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
代
わ

り
に
犬
の
毛
や
フ
ン
を
畑
に
置
く
こ
と
で

野
生
動
物
が
寄
っ
て
こ
な
い
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
方
法
を
広
め
る
た
め
に
、
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
９
月
13
日
㈬

　
午
後
７
時
30
分
～

場
所　
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
１
階

　
研
修
室

講
師
　
ド
ッ
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｏ

参
加
費　
無
料

定
員　
30
人
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市などからのお知らせ 掲示板

屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間

【
問
合
せ
】

　
新
潟
県　
都
市
政
策
課

☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
４
２
６

　
９
月
１
日
㈮
～
10
日
㈰
は
、
屋
外
広
告

物
適
正
化
旬
間
で
す
。

　
新
潟
県
で
は
屋
外
広
告
物
条
例
を
定
め

て
、「
良
好
な
景
観
の
形
成
」「
自
然
の
お

も
む
き
の
維
持
」「
広
告
物
の
倒
壊
・
落

下
な
ど
に
よ
る
危
険
防
止
」
を
目
的
に
、

規
制
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
美
し
い
景
観
維
持
の
た
め
に
、
屋
外
広

告
物
条
例
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

木
造
住
宅
耐
震
診
断
支
援
事
業
の

受
付
は
11
月
30
日
ま
で

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
都
市
計
画
課　
施
設
係

☎
７
７
３
‐
６
６
６
２

　
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
か
か
る
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
自
宅
の
耐
震
性
を
調
べ
て

み
ま
せ
ん
か
？

対
象
住
宅
（
全
て
に
該
当
）

・
市
内
に
所
在
す
る
個
人
所
有
の
一
戸
建

て
住
宅
か
併
用
住
宅

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

・
壁
、
柱
、
床
、
屋
根
、
そ
の
他
主
要
な

部
分
が
木
造

補
助
額
　

　
６
０
，０
０
０
～
８
０
，０
０
０
円

　（
自
己
負
担
額
１
０
，０
０
０
～
２
０
，

０
０
０
円
）

受
付
期
間

　
11
月
30
日
㈭
ま
で

※
詳
し
く
は
、
市
報
４
月
１
日
号
を
ご
覧

に
な
る
か
、
都
市
計
画
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

若
者
支
援
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
開
催

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
３
‐
６
６
１
１

　「
気
持
ち
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
い
」

「
対
人
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
い
」
な
ど

の
悩
み
や
苦
手
感
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
ゲ
ー
ム
感
覚
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
考
え
方
や
感
じ
方
に
触
れ
な
が
ら
、

交
流
す
る
楽
し
さ
を
感
じ
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　
９
月
21
日
㈭
　

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

会
場　

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン

タ
ー
２
階
　
音
楽
室

対
象　
市
内
在
住
の
義
務
教
育
終
了
～
39

歳
締
切
り　
９
月
19
日
㈫

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

参
加
者
の
感
想

　
人
と
話
を
す
る
こ
と
が
楽
し
く
思
え
た
。

参
加
し
て
よ
か
っ
た
。

弁
護
士
に
よ
る

『
消
費
生
活
』
無
料
法
律
相
談

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
２
‐
２
５
４
１

　
マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
、
多
重
債
務

な
ど
、
お
金
に
ま
つ
わ
る
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
で
お
悩
み
の
人
に
、
弁
護
士
に
よ
る
無

料
法
律
相
談
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
時
間
は
１
件
約
30
分
。
希
望
す
る

人
は
、
前
日
正
午
ま
で
に
電
話
で
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

※
弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効
に
使
え

る
よ
う
、
申
込
み
時
に
相
談
員
が
概
要

を
伺
い
ま
す

日
時　
９
月
21
日
㈭
　
午
後
１
時
30
分
～

４
時

会
場　
本
庁
舎
南
分
館
１
階
　
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー

※
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多
重
債
務

を
含
め
た
消
費
者
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い

10
月
開
講
コ
ー
ス
受
講
生
募
集

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル

☎
７
７
２
‐
４
５
５
４

　
受
講
料
な
ど
の
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

魚沼サンティックスクール10月開講訓練コース受講生募集のお知らせ

コース名 実施期間 曜日 時間帯 備考

新入社員フォローアッ
プ研修

10月17日～
10月18日
（全２回）

火・水 9：00 ～
16：00 「南魚沼市中小

企業研修受講料
補助金」に該当
します。第１種電気工事士実技

コース

10月31日～
11月30日
（祝日を除く
　  全９回）

火・木 18：30 ～
21：20
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 掲示板 市などからのお知らせ

秋
季
消
防
演
習
を
実
施
し
ま
す

【
問
合
せ
】

　
消
防
本
部
消
防
庶
務
課

　
消
防
団
係

☎
７
８
２
‐
０
８
６
０

　

南
魚
沼
市
消
防
団
塩
沢
方
面
隊
で
は
、

秋
季
消
防
演
習
を
実
施
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
午
前
７
時
に
塩
沢
地
区
全
域

で
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
行
い
ま
す
。
火
災
と

間
違
え
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
時　
９
月
10
日
㈰

　
午
前
８
時（
雨
天
時
、
午
前
８
時
30
分
）

会
場　
塩
沢
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
（
雨
天
時
、
塩
沢
公
民
館
講
堂
）

人
権
講
演
会「
現
代
の
部
落
差
別
～

取
材
を
通
し
て
見
え
て
き
た
こ
と
～
」

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
新
潟
県
福
祉
保
健
部
福
祉
保
健
課

　
人
権
啓
発
室

☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
１
８
１

　
同
和
問
題
は
、
現
在
も
続
く
重
大
な
社

会
問
題
で
あ
り
、
新
潟
県
内
で
も
さ
ま
ざ

ま
な
差
別
に
苦
し
む
人
た
ち
が
い
ま
す
。

１
年
半
に
わ
た
り
、
中
学
校
の
人
権
教
育

を
密
着
取
材
し
た
新
聞
記
者
の
林
さ
ん
か

ら
、
部
落
差
別
を
な
く
す
た
め
に
一
人
ひ

と
り
が
何
を
す
べ
き
か
を
お
話
し
い
た
だ

き
ま
す
。

　
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

日
時　
９
月
13
日
㈬　
午
後
１
時
30
分
～

３
時
（
開
場　
午
後
１
時
）

会
場　

朱
鷺
メ
ッ
セ
３
階　

中
会
議
室

〔
新
潟
市
中
央
区
万
代
島
〕

講
師　
林　
由
紀
子
さ
ん
（
毎
日
新
聞
記

者
）

参
加
費　
無
料

定
員　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

「
し
お
ざ
わ
秋
の
収
穫
祭
」

出
演
者
・
出
店
者
募
集

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
商
工
観
光
課
（
し
お
ざ
わ
秋
の
収

穫
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
）

☎
７
７
３
‐
６
６
６
５

Ｆ
Ａ
Ｘ 
７
７
３
‐
６
７
１
０

　
11
月
３
日（
金
・
祝
）に
道
の
駅
南
魚
沼

雪
あ
か
り
で
開
催
す
る
「
し
お
ざ
わ
秋
の

収
穫
祭
」
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
出
演

者
と
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
飲
食
店
の

出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

①
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

　
ダ
ン
ス
、楽
器
演
奏
、歌
唱
、パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
な
ど
（
ジ
ャ
ン
ル
は
不
問
）

参
加
費　
無
料

②
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

③
飲
食
店

参
加
資
格

　
市
内
に
住
所
が
あ
る
20
歳
以
上
の
個
人

か
、
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
法
人
・
団

体
な
ど

区
画

②
間
口
３
ｍ
×
奥
行
き
３
ｍ
（
テ
ン
ト
な

ど
は
各
自
で
用
意
。
生
き
物
・
食
料
品

の
販
売
は
不
可
）

③
間
口
５・４
ｍ
×
奥
行
き
３・６
ｍ
（
電

源
以
外
の
資
材
は
各
自
で
用
意
）

出
店
料

②
１
区
画
５
０
０
円

③
１
区
画
２
，０
０
０
円
（
テ
ン
ト
利
用

は
別
途
３
，０
０
０
円
）

※
飲
食
店
は
、
臨
時
食
品
営
業
許
可
の
申

請
が
必
要
（
様
式
な
ど
は
、
申
込
後
に

実
行
委
員
会
か
ら
送
付
）

申
込
み

①
・
②
：
申
込
書
に
住
所
・
名
前
・
電
話

番
号
な
ど
を
記
入
し
、
持
参
・
郵
送
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
商
工
観
光
課
に
提
出
。

③
：
塩
沢
商
工
会
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

販
売
品
目
な
ど
を
考
慮
し
、
出
店
者
を

実
行
委
員
会
で
選
定
し
ま
す
。

　
（
塩
沢
商
工
会
☎
７
８
２
‐
１
２
０
６
）

申
込
書

　
商
工
観
光
課
に
用
意
（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。
希
望
で
郵

送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
も
可
）

締
切
り　
９
月
29
日
㈮

※
申
込
み
状
況
で
、
締
切
日
前
に
締
切
る

場
合
が
あ
り
ま
す

う
ん
め
～
つ
け
も
ん

　
　
　
食
い
に
こ
ら
っ
し
ゃ
い
！

【
問
合
せ
】　
南
魚
沼
サ
ー
ビ
ス
店
会

　
（
ハ
ロ
ー
ク
ッ
ク
）

☎
７
７
２
‐
２
６
１
４

　
昨
年
も
大
好
評
だ
っ
た
「
つ
け
も
ん
の

陣
」
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

　
先
着
40
人
は
審
査
員
と
し
て
気
に
入
っ

た
漬
け
物
に
ご
投
票
い
た
だ
け
ま
す
。

　
人
気
の
漬
け
物
に
は
市
長
賞
な
ど
を
贈

呈
し
ま
す
。
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
９
月
15
日
㈮

　
午
前
11
時
～
午
後
１
時

会
場　
市
民
会
館　
多
目
的
ホ
ー
ル

参
加
費　
無
料

※
「
ふ
れ
愛
カ
ー
ド
」
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
９
月
８
日
㈮
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ

の
半
券
を
ご
持
参
の
人
に
は
、
ふ
れ
愛

カ
ー
ド
の
来
場
ポ
イ
ン
ト
が
２
倍
に
な

り
ま
す



市報 みなみ魚沼　平成29年9月1日発行 26

市などからのお知らせ 掲示板

第
16
回
ぶ
ど
う
収
穫
祭
と

ワ
イ
ン
祭
り
（
入
場
無
料
）

【
問
合
せ
】

　
ア
グ
リ
コ
ア
越
後
ワ
イ
ナ
リ
ー

☎
７
７
７
‐
５
８
７
７

　
八
海
山
麓
に
広
が
る
、
５
万
坪
の
敷
地

を
持
つ
緑
い
っ
ぱ
い
の
「
八
色
の
森
公

園
」。
ワ
イ
ン
片
手
に
楽
し
い
音
楽
を
聴

き
な
が
ら
、
ぶ
ど
う
の
収
穫
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

日
時　
９
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　（
雨
天
決
行
・
荒
天
中
止
）

会
場　
ア
グ
リ
コ
ア
越
後
ワ
イ
ナ
リ
ー
、

八
色
の
森
公
園
〔
天
王
町
（
浦
佐
）〕

　
来
場
者
に
、
巨
峰
を
上
回
る
お
い
し
さ

と
い
わ
れ
る
高
級
食
用
ぶ
ど
う
「
藤ふ
じ

稔み
の
り

」

を
１
房
も
ぎ
獲
り
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ

り
ま
す
。（
先
着
順
、
数
に
限
り
あ
り
）

　
屋
外
コ
ン
サ
ー
ト
や
お
楽
し
み
抽
選
会

な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
も
あ
り

ま
す
。

　
年
に
一
度

の
収
穫
を
祝

う
「
ぶ
ど
う

と
ワ
イ
ン
の

お
祭
り
」
を
、

友
人
や
家
族

と
と
も
に
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆
越
後
ワ
イ
ン
セ
ッ
ト
前
売
券
発
売
中

　
ア
グ
リ
コ
ア
越
後
ワ
イ
ナ
リ
ー
ほ
か
、

市
内
酒
販
店
で
販
売
中
で
す
。

予
約
前
売
券
　
２
，６
０
０
円

　（
当
日
券
２
，８
０
０
円
）

内
容
　
愛
郷
の
雫
７
５
０
㎖
　
赤
・
白
各

１
本

特
典
　「
藤
稔
」
も
ぎ
獲
り
１
房
と
、
お

楽
し
み
抽
選
券

愛
さ
れ
る
！
成
功
す
る
自
分
に
な

る
！
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

【
問
合
せ
】

　
株
式
会
社
ツ
ヴ
ァ
イ

　
ミ
ラ
イ
カ
レ
ッ
ジ
事
務
局

　
☎
０
１
２
０
‐
９
３
８
‐
２
０
８

　
（
平
日
午
前
10
時
～
午
後
７
時
）

　
人
気
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を

講
師
に
、
自
分
の
魅
力
と
は
何
か
、
自
分

の
魅
力
を
高
め
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
か
と
い
う
こ
と
を
３
つ
の
レ
ッ
ス
ン

を
通
じ
て
体
感
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

　
自
分
ら
し
い
生
涯
設
計
を
行
い
、
今
の

自
分
が
何
を
す
べ
き
か
、
何
を
し
た
ら
い

い
の
か
、
結
婚
も
含
め
て
ど
う
計
画
し
て

い
く
の
か
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
仕
事
に
も
恋
に
も
生
か
せ
る
ヒ
ン
ト
が

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

レ
ッ
ス
ン
内
容

　
①
恋
愛
力
Ｕア

ッ
プＰ
セ
ミ
ナ
ー

　
②
出
会
っ
て
３
秒
で
決
ま
る
！
　
第
一

印
象
Ｕ
Ｐ
セ
ミ
ナ
ー

　
③
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
Ｕ
Ｐ
セ
ミ

ナ
ー

講
師　
高
橋
そ
う
す
け
（
株
式
会
社
マ
イ

ン
ド
サ
ポ
ー
ト
　
代
表
取
締
役
）、

　
土つ
ち

方か
た

俊
平
（
株
式
会
社
メ
イ
ク
ア
ン
リ

ミ
テ
ッ
ト
所
属
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
）

期
日

　
①
９
月
23
日（
土
・
祝
）

　
②
10
月
７
日
㈯

　
③
10
月
21
日
㈯

会
場

　
①
湯
沢
町
公
民
館
　
会
議
室
〔
湯
沢
町

大
字
湯
沢
〕

　
②
南
魚
沼
市
民
会
館
２
階
　
実
習
室

　
③
Ｃサ

ー

ク

ル

Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ｌ
Ｅ
　
Ｏオ

ブＦ
　
Ｌラ

イ

フ

Ｉ
Ｆ
Ｅ

〔
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独
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全
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性
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９
月
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ェ
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み
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知
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」
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索
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１
１
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Ｆ
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Ｘ
：
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７
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‐
１
１
８
７

メ
ー
ル
：ori@

iuj.ac.jp

　
国
際
大
学
研
究
所
で
は
、（
公
財
）
新

潟
県
国
際
交
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協
会
の
国
際
理
解
セ
ミ

ナ
ー
事
業
の
一
環
と
し
て
、
オ
ー
プ
ン
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
２
０
１
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年
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け
る
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朝
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係
に
お
け
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行
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状
や
、
今
後
の
北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
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危
機
と
北
東
ア
ジ
ア
情
勢
の
展
望
と
、
日

本
の
と
る
べ
き
道
を
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

考
え
ま
す
。

日
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９
月
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後
６
時
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時
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際
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報
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参
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無
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１
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切
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月
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月
・
祝
）
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話
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Ｆ
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Ｘ
、
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ー
ル
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い



みなみうおぬまニュースプラザ

　本庁舎で、越後上田郵便局とキオスク端末設置に関する協定の締結
式を行いました。日本郵便株式会社から青木進越後上田郵便局長、三
田彰子信越支社長、倉田泰樹物販ビジネス部企画役が出席しました。
　この協定は、越後上田郵便局へのキオスク端末設置により、市と郵便
局がマイナンバーカ－ドの普及促進を図ることを目的としています。
　全国の郵便局では、今年度14台のキオスク端末が設置されます。その
うちの１台が越後上田郵便局に設置され、10月から稼働する予定です。

みなみうおぬまニュースプラザ

８月７日㈪　越後上田郵便局とのキオスク端末設置に関する協定の締結式を行いました

８月５日㈯　第13回南魚沼市ナイトウォークを開催しました

７月31日㈪　三用小学校の3年生が自分たちで育てたスイカの販売を行いました

７月28日㈮、29日㈯・30日㈰　のびのび越後上布体験講座と夏休みナットク体験が開催されました

７月23日㈰　棚田草刈りアート日本選手権大会が開催されました

　大和庁舎をスタートし、毘沙門堂、多聞橋、八色の森公園、池田記
念美術館などを巡り10キロメートルのコースを歩く、ナイトウォーク
を開催しました。今年は615人が参加しました。
　夜になっても気温と湿度が高く汗ばむ陽気でしたが、参加者たちは
夕日に照らされた水田や、夜の町並みや公園を楽しみながら歩いてい
ました。ゴール後は、麦茶やとん汁がふるまわれ、抽選会が行われま
した。

　うるおいの里みよう〔前原町〕の敷地内で、三用小学校の３年生
が、自分たちで育てたスイカの販売を行いました。植えつけ、トンネ
ル作り、マット敷きや棒立てなど、農家の人に教わりながら、大切に
育ててきたスイカを、一つひとつ丁寧に磨き、児童が考えた商品名
「スマイルすいか」のシールを貼って販売しました。
　児童はスイカ作りを振り返って、「つるが切れないように、マットを
敷くのが大変だった」「みんなで協力できてよかった」と話してくれま
した。

　７月28日㈮にのびのび越後上布体験講座が、７月29日㈯と30日㈰に
夏休みナットク体験が鈴木牧之記念館を主会場に開催されました。
　２つの体験講座は、ユネスコ無形文化遺産で国指定重要無形文化財
である越後上布の製作工程の一部を楽しみながら学べるイベントで
す。参加者は、苧麻から越後上布の糸のもととなる繊維を取り出す作
業の苧引き、藍染め（草木染め）、ダンボールの織り機を使った機織り
などを体験しました。

　栃窪地区で、第10回棚田草刈りアート日本選手権大会が開催されま
した。
　この大会は、労力がかかる棚田のあぜの草刈りを楽しみ、芸術活動
にしてしまおうというイベントです。
　今年は20チームが参加し、草刈り機や鎌で刈り込んで描き出された
絵や文字があぜに並びました。趣向を凝らした作品に、観覧者からは
「すばらしい」「すごい」といった声があがっていました。 棚田草刈りアート日本選手権大会

ちょ   ま

お   び

棚田草刈りアート日本選手権大会

はた お
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5月 のカレンダーのカレンダー 救 急 医 療9月9月 のカレンダー

編集後記
　「暑さ寒さも彼岸まで」といわれますが、うだるよう
な暑さが過ぎるといよいよ稲刈りのシーズンです。
　この時期は黄金の稲穂が広がる風景が美しく、白銀の
山々がそびえる雪景色と並んで、ふるさとの情景として
私の心に刻まれています。首都圏で働いていたころは、
四季の移り変わりを強く感じることはなく、黄金と白銀
の情景を懐かしく思い浮かべるばかりでした。
　稲刈りが終われば今度は新米のシーズンです。黄金の
情景が見れなくなるのは少しさみしいですが、新米が楽
しみです。　　　　　　　　　　（秘書広報課　宮本）

救急医療のかかり方
① 電話をかける
　次の病院に電話で症状を伝えてくだ
さい。重症（意識がないなど）の場合
は119番で救急車を呼んでください。
◆南魚沼市民病院　☎788－1222
◆魚沼基幹病院　☎777－3200
◆齋藤記念病院（脳神経外科救急）　☎773－5111
※電話のかけまちがいにご注意ください
② 指示通りに受診する
•電話での指示に従って受診してください。
•スタッフの状況などで、症状に応じて他の医療機関
　を案内する場合があります。
•緊急度や重症度の高い順に対応するため、診察の順
　番が前後し、待ち時間が長くなる場合があります。
•休日・夜間は検査や人員体制が十分ではないので、
　できるだけ通常の診療時間内に受診してください。
◆新潟県『小児救急医療電話相談』
　☎025－288－2525（♯8000でも可）
　夜間に子どもの具合が悪くなったとき（発熱、嘔吐、
下痢など）にご利用ください。
•時間　19：00～翌朝8：00（毎日）
【問合せ】保健課　☎773－6811

７月27日（木）、三用小学校の３年生が自分た
ちで育てたスイカの収穫を行いました。植えつけやマット敷きな
ど、大切に育ててきたスイカを一つひとつ丁寧に磨き、児童が考
えた商品名「スマイルすいか」のシールを貼って販売しました。

今月の表紙

行政
困りごと
相談

市民の動き
（　　　　）平成29年
7月末日現在

9月20日㈬  13：30～16：00　塩沢老人福祉センター
9月21日㈭  13：30～15：30　市役所本庁舎
9月25日㈪  13：30～15：30　大和市民センター
【問合せ】総務課 防災庶務班　☎773－6660

●人口　  57,602人（先月比 －45）
●男　　  28,152人（先月比 －10）
●女　　  29,450人（先月比 －35）
●世帯数  19,783戸（先月比 －10）

日にち 行事名・時間・会場など

浦佐温泉耐久山岳マラソン・健康歩こう大会
8:30～　浦佐温泉「たもん荘」周辺

第16回ぶどう収穫祭とワイン祭り
10：00～16：00　八色の森公園　アグリコア越後ワイナリー

第16回ぶどう収穫祭とワイン祭り
10：00～16：00　八色の森公園　アグリコア越後ワイナリー

猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート）
13：00～15：00　イオン六日町店

おはなしのじかん
11：00～11：30　図書館 多目的室

絵本のへや ～1,100回記念～（毎週水曜日開催）
10：30～11：30　図書館 多目的室

読書のつどい「どうぶつとなかよし！」
14:00～15:30　図書館 多目的室

イースタンリーグ　西武 VS DeNA
12：30～　ベーマガSTADIUM

DVD上映会『星の王子さま』（30分）
10:30～11：00　図書館 多目的室

乳幼児親子おはなしの会「えほんであそぼ」
 ～サンバリンをつくろう！～
10:00～11:30　大和公民館

第9回農業委員会総会
9：00～　大和庁舎３階旧議場

わが子の自立を願う家族の集い
13：30～16：00　子ども・若者育成支援センター

９日㈯

３日㈰

10日㈰

13日㈬

16日㈯

17日㈰

22日㈮

25日㈪

30日㈯

「親子での遊び」「子育ての仲間同士の情報交換」「育児
相談」などにご利用ください。
◎対象　乳児～就学前の幼児とその保護者
◎時間　9：30～15：30

※どの会場にも参加できます。予約は不要です
【問合せ】子育て支援センター　☎772－7754

大和会場　大和庁舎（3階）
　毎週 月・火・木曜日・奇数月の第３土曜日

　9月7日㈭　11：00～
　支援講座「親子体操」講師：保育士

六日町会場　ふれ愛支援センター（2階）
　毎週 月～土曜日

　9月6日㈬　11：00～
　支援講座「親子体操」講師：保育士

塩沢会場　塩沢庁舎（北棟2階）
　毎週 火・水・金曜日・偶数月の第３土曜日

　9月13日㈬　11：00～
　支援講座「親子体操」講師：保育士

遊び「 育 仲 士 情報交換遊び 育 仲 士 報交換

スタジアム

ディーエヌエー


